
秦
漢
の
兵
地
方

り＄軍
を

に
つ
　
い
て

中
心
と
し
て

重

近

啓

樹

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
秦
漢
の
兵
制
に
つ
い
て
は
、
浜
口
重
国
氏
以
来
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
解
明
が
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
他
方
で
、
未

だ
に
認
識
の
一
致
を
み
て
い
な
い
重
要
な
論
点
も
少
な
く
な
い
。
問
題
の
解
明
を
困
難
に
さ
せ
て
い
た
理
由
の
一
つ
は
史
料
の
乏
し
さ
で
あ
っ

た
が
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
（
以
下
、
　
「
秦
簡
」
と
略
称
）
を
は
じ
め
と
す
る
出
土
史
料
の
増
加
は
こ
の
面
で
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
、
中
国
で
も
近
年
、
秦
漢
軍
事
制
度
の
再
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　
戦
国
・
秦
漢
に
お
け
る
兵
制
研
究
が
、
当
時
の
国
家
支
配
の
特
質
を
究
明
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
本
稿
は
秦
か
ら
前
漢
ま
で
を
対
象
に
、
当
時
の
兵
制
を
、
特
に
そ
の
基
礎
組
織
、
制
度
の
解
明
に
重
点
を
置
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
兵
制
理
解
の
基
礎
と
な
る
基
本
史
料
の
検
討
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
。

二
二



三
二

　
1
　
基
本
史
料
の
解
釈

　
前
漢
の
兵
制
に
関
す
る
基
本
史
料
は
、
董
仲
野
の
上
言
と
、
漢
旧
儀
の
記
述
で
あ
る
。
読
み
方
が
問
題
に
な
る
の
で
、
問
題
の
箇
所
は
白
文

の
ま
ま
掲
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
董
仲
欝
の
上
言
は

ω
董
仲
野
説
上
日
…
…
古
者
税
民
不
過
什
一
、
其
求
易
共
、
使
民
不
過
三
日
、
其
力
易
足
。
…
…
至
秦
則
不
然
、
用
商
鞍
之
法
、
改
帝
王
之
制

　
…
…
又
加
月
為
更
卒
已
復
為
正
一
歳
屯
戌
一
歳
力
役
三
十
倍
於
古
、
田
租
口
賦
塩
鉄
之
利
二
十
倍
於
古
。
…
…
漢
興
、
循
而
未
改
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
漢
書
巻
二
四
上
食
貨
志
上
）

次
に
漢
旧
儀
（
後
漢
初
の
衛
宏
撰
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
マ
　
ヘ
ヨ
　

②
山
民
年
二
十
三
為
正
一
歳
而
以
為
衛
士
一
歳
為
材
官
騎
士
習
射
御
騎
馳
戦
陣
、
八
月
太
守
都
尉
令
長
相
丞
尉
会
都
試
、
課
殿
最
。
水
処
為
楼

　
船
亦
習
戦
射
行
船
。

　
⑧
辺
郡
太
守
各
将
万
騎
、
行
障
塞
隆
火
追
虜
。
置
長
史
一
人
掌
兵
馬
、
丞
一
人
治
民
。
当
兵
行
、
長
史
領
置
部
都
尉
、
千
人
、
司
馬
、
候
、

　
農
都
尉
、
皆
不
治
民
、
不
給
衛
士
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
マ
　

　
勧
材
官
楼
船
年
五
十
六
老
衰
、
乃
得
免
為
庶
民
、
就
田
里
、
民
応
令
選
為
亭
長
。
　
　
　
（
孫
星
宿
輯
『
漢
官
七
種
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

こ
の
他
、
漢
旧
儀
と
同
一
書
と
考
え
ら
れ
る
漢
儀
注
に

　
漢
儀
注
、
民
年
二
十
三
為
正
一
歳
為
衛
士
一
歳
為
材
官
騎
士
習
射
御
騎
馳
戦
陣
、
又
日
、
年
五
十
六
衰
老
、
乃
得
免
為
庶
民
、
就
田
里
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
の
集
解
所
引
如
淳
注
）

と
あ
り
、
又
、
後
漢
の
応
勘
の
漢
官
儀
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
み
え

　
漢
官
儀
日
、
民
年
二
十
三
為
正
一
歳
以
為
衛
士
一
歳
為
材
官
騎
士
習
射
御
騎
馳
戦
陣
。
八
月
、
太
守
都
尉
令
長
相
丞
尉
会
都
試
、
課
殿
最
。



水
家
為
楼
船
、
亦
習
戦
射
行
船
。
　
　
：
材
官
楼
船
年
五
十
六
老
衰
、
乃
得
免
為
民
、
就
田
、

　
　
　
マ
　

応
合
選
為
亭
長
。

　
　
　
（
続
漢
書
百
官
志
、

亭
条
の
劉
昭
注
）

と
あ
る
。

　
ま
ず
、
董
仲
餅
の
上
言
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
大
別
し
て

ω
又
加
月
為
更
卒
、
已
復
為
正
、
一
歳
屯
戌
、
一
歳
力
役
、
三
十
倍
於
古

②
又
加
月
為
更
卒
、
已
復
為
正
一
歳
、
屯
戊
一
歳
、
力
役
三
十
倍
於
古

　
　
　
　
　
　
ら
　

の
二
説
が
あ
る
。
私
は
結
論
的
に
は
②
説
の
読
み
が
自
然
で
あ
り
、
正
し
い
と
お
も
う
。

　
ω
説
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
コ
歳
力
役
、
三
十
倍
於
古
L
の
部
分
で
あ
る
。
既
に
浜
口
重
国
氏
以
来
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢

代
の
史
料
用
語
と
し
て
の
「
力
役
」
は
、
　
「
蘇
役
」
の
語
と
同
様
、
広
く
労
働
奉
仕
（
労
役
）
、
辺
戌
、
兵
役
等
の
内
容
を
含
ん
で
用
い
ら
れ

　
　
　
　
　

て
お
り
、
　
「
一
歳
力
役
」
と
い
う
表
現
は
不
自
然
さ
を
免
れ
な
い
。
又
、
こ
の
部
分
は
、
後
の
「
田
租
口
賦
塩
鉄
之
利
二
十
倍
於
占
」
と
対
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

を
な
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ω
説
で
は
「
三
十
倍
於
古
」
の
主
語
が
不
明
確
に
な
り
、
文
の
構
成
上
、
問
題
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
漢
旧
儀
の
文
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
囚
の
部
分
で
あ
り
、
こ
の
読
み
方
も
次
の
二
説
に
大
別
さ
れ
る
。

ω
民
年
二
十
三
為
正
、
　
一
歳
以
為
衛
士
、
　
一
歳
為
材
官
騎
士
、
習
射
御
騎
馳
戦
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

②
民
年
二
十
三
為
正
一
歳
、
以
為
衛
士
一
歳
、
為
材
官
騎
士
習
射
御
騎
馳
戦
陣
、
…
…
水
処
為
楼
船
亦
習
戦
射
行
酬

こ
の
読
み
に
つ
い
て
、
私
は
董
仲
野
の
上
言
と
の
対
応
と
い
う
点
か
ら
も
、
②
説
が
正
し
い
と
お
も
う
。
ω
説
で
ま
ず
問
題
と
し
た
い
の
は

「
正
」
と
は
何
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
西
田
太
一
郎
氏
は
、
二
十
三
～
五
十
五
（
或
い
は
五
十
六
）
才
ま
で
に
至
る
「
正
丁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
意
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
氏
自
ら
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
代
に
は
「
正
丁
」
と
い
う
呼
称
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ
れ
に
あ
た
る
言
葉
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

て
は
「
丁
壮
」
或
い
は
「
丁
男
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
氏
の
説
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

又
、
浜
口
氏
は
、
　
「
正
」
と
は
「
正
卒
」
の
略
称
で
「
兵
士
」
の
意
と
さ
れ
る
。
正
卒
の
語
は
、
　
「
男
子
二
十
而
得
傅
」
　
（
史
記
巻
一
一
孝
景

本
紀
二
年
）
の
条
の
索
隠
に
後
漢
の
筍
悦
を
引
い
て

　
筍
悦
云
、
傅
正
卒
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
の
が
両
漢
を
通
じ
て
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
正
が
正
卒
の
略
称
で
あ
る
点
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
お
も
う
。
た
だ
、
正
卒
を

浜
口
説
の
よ
う
に
一
般
的
な
「
、
兵
士
」
の
意
と
す
れ
ば
、
記
録
の
上
で
も
っ
と
正
卒
の
語
が
あ
ら
わ
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ

れ
る
。

　
次
に
ω
説
で
は
「
習
射
御
…
…
」
以
下
の
句
の
主
語
が
不
明
確
に
な
る
と
お
も
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
例
え
ば
ω
説
の
浜
口
氏
は
、
　
三
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

為
材
官
騎
士
、
習
射
御
…
…
」
の
部
分
を
意
味
上
で
は
連
続
さ
せ
て
コ
年
間
は
地
方
警
備
の
兵
と
為
り
兼
ね
て
戦
技
を
習
う
」
と
解
釈
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
句
読
に
従
う
か
ぎ
り
、
習
以
下
の
主
語
を
材
官
騎
士
と
す
る
よ
り
も
、
　
「
衛
士
と
材
官
騎
士
」
或
い
は
「
正
」
と
す
る

ほ
う
が
、
構
文
に
忠
実
な
解
釈
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
主
語
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
ω
説
で
は
材
官
騎
士
等
が
一
年
間
の
負
担
名
称
と
な
り
、
通
常
コ
年
間
の
地
方
警
備
兵
」
の
意
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
解
す
る
と
漢
旧
儀
の
後
文
⑰
の
「
材
官
楼
船
年
五
十
六
老
衰
…
…
」
と
の
間
に
意
味
上
の
矛
盾
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

℃
部
分
の
材
官
等
と
は
、
一
年
間
の
負
担
名
称
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
二
十
三
～
五
十
五
才
に
至
る
間
の
「
各
兵
種
の
兵
士
」
を
意
味

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
ω
説
の
読
み
に
従
う
か
ぎ
り
、
ゆ
部
分
は
「
正
年
五
十
六
老
衰
…
…
」
或
い
は
主
要
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

担
に
着
目
す
れ
ば
「
衛
士
、
材
官
楼
船
年
五
十
六
老
衰
…
…
」
な
ど
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
ω
説
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
お
も
う
に
こ
の
文
は
、
②
説
に
示
し
た
切
部
分
と
川
部
分
と
が
対
句
を
な
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
文
の
構
成
、
内
容
上
か
ら
も
、
②
説
の
読
み
方
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
漢
旧
儀
胸
の
部
分
は
辺
郡
に
関
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
さ
て
お
き
、
働
の
部
分
の
検
討
に
入
ろ
う
。



　
卿
で
は
材
官
楼
船
等
が
五
十
六
才
に
な
る
と
、
免
ぜ
ら
れ
て
庶
民
（
民
）
と
な
り
、
同
時
に
亭
長
と
な
る
べ
ぎ
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
従
来
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
が
「
免
ぜ
ら
れ
て
庶
民
（
民
）
と
な
」
る
と
い
う
部
分
に
注
目
し

た
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
従
来
、
漢
代
の
兵
役
負
担
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ω
全
て
の
兵
役
適
齢
男
子
が
兵
役
に
就
い
た
と
す
る
国
民
皆
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

説
、
②
兵
役
適
齢
男
子
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ
れ
て
兵
役
に
就
い
た
と
す
る
説
、
と
に
二
分
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
漢
旧
儀
O
部
分
の
文
に
よ

る
か
ぎ
り
、
ω
の
国
民
皆
兵
説
は
成
り
立
ち
難
い
と
お
も
う
。
国
民
皆
兵
説
に
つ
い
て
は
後
に
も
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
漢
旧
儀
と
の
関
連

で
の
み
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
例
え
ば
、
国
民
皆
兵
説
に
立
つ
西
田
説
で
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
民
が
二
十
三
才
に
な
る
と
正
（
正
丁
‖
兵
役
義
務
者
）
と
な
り
、
五
十

五
（
或
い
は
五
十
六
）
才
ま
で
の
兵
役
義
務
期
間
中
、
二
年
間
は
実
役
（
正
卒
と
し
て
衛
士
、
材
官
騎
士
等
と
な
る
）
に
就
き
、
そ
れ
以
外
の

年
は
、
毎
年
一
ヶ
月
の
力
役
（
更
卒
）
に
服
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
氏
の
説
で
は
成
年
男
子
は
全
て
（
但
し
不
具
者
等
を
除
く
）
、

実
役
期
間
で
あ
る
と
、
帰
休
し
て
在
郷
兵
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
兵
役
義
務
期
間
中
は
兵
士
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の

兵
士
と
は
即
ち
一
般
庶
民
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
漢
旧
儀
の
、
兵
士
が
兵
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
後
、
庶
民
と
な
る
と
は
一
体
い
か

な
る
意
味
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
が
矛
盾
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
お
も
う
。
即
ち
漢
旧
儀
に
よ
れ
ば
、
兵
士
（
材
官
騎
士

等
）
が
一
般
庶
民
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
り
、
材
官
騎
士
等
を
ω
職
業
軍
人
、
或
い
は
官
吏
的
存
在
と
考
え
る
か
、

②
庶
民
の
中
で
も
一
般
庶
民
と
は
相
対
的
に
区
別
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ω
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
私
は
結
論
的
に
は
②
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
。
す
な
わ
ち
材
官
等
は
庶
民
の
一

定
部
分
が
選
抜
さ
れ
て
兵
士
と
な
っ
た
も
の
で
、
彼
ら
は
一
般
庶
民
と
は
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
身
分
、
い
わ
ば
独
自
の
「
兵
士
身
分
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
兵
士
身
分
は
彼
等
が
兵
士
と
な
っ
て
よ
り
、
五
十
五
才
ま
で
継
続
す
る
わ

け
で
あ
り
、
そ
の
間
、
一
般
庶
民
同
様
の
力
役
（
更
卒
）
義
務
に
服
し
た
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
理
解
が
生
ず
る
の
は
従
来
、
兵
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

の
平
時
（
実
役
U
特
別
任
務
、
以
外
の
年
）
に
お
け
る
任
務
内
容
が
不
明
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
後
に
検
討
し
た
い

と
お
も
う
。
即
ち
私
は
兵
士
と
な
っ
た
者
は
、
　
一
般
庶
民
と
は
異
な
る
負
担
体
系
の
下
に
お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
両
基
本
史
料
の
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
董
仲
野
の
上
言
は
、
そ
の
性
格
上
、
修
辞
、
誇
張
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
述

の
よ
う
に
「
力
役
三
十
倍
於
古
」
の
句
は
「
田
租
口
賦
塩
鉄
之
利
二
十
倍
於
古
」
と
対
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
後
の
「
二
十
倍
於
古
」
が
厳
密

な
表
現
で
な
い
の
と
同
様
に
、
前
の
句
も
、
例
え
ば
厳
密
に
解
釈
し
て
、
古
の
年
間
三
日
の
三
十
倍
、
即
ち
年
間
九
十
日
が
漢
代
緒
役
総
日
数

　
　
　
　
　
　
ハ
　

の
枠
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
解
釈
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
疑
問
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

兵
制
研
究
の
最
も
基
本
と
な
る
の
は
、
制
度
の
書
で
あ
る
漢
旧
儀
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
じ
て
、
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
き
た
。

ω
正
（
正
卒
）
は
一
ケ
年
の
負
担
義
務
で
あ
る
こ
と
。

②
材
官
等
の
兵
士
に
は
、
兵
役
適
齢
男
子
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ
れ
て
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
皆
兵
と
は
考
え
難
い
こ
と
。

③
材
官
等
は
本
来
、
各
兵
種
の
兵
士
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
彼
ら
は
一
般
庶
民
と
は
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
「
兵
士
身
分
」
と
さ
れ
、
又
、

　
そ
れ
に
対
応
す
る
負
担
体
系
の
下
に
お
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
私
は
材
官
等
を
、
各
兵
種
の
（
農
民
）
兵
士
の
意
に
解
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
異
論
が
あ
る
。
次
に
こ
の
点

の
検
討
を
通
じ
て
、
材
官
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
み
た
い
。

1

材
官
騎
士
等
に
つ
い
て

　
　
　
ー
「
士
」
「
卒
」

の
問
題
に
関
連
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

材
官
等
に
つ
い
て
は
大
庭
脩
氏
の
専
論
を
は
じ
め
と
す
る
諸
研
究
に
よ
り
、

材
官
と
は
歩
兵
の
義
、
騎
士
は
騎
兵
、
軽
車
（
士
）
は
戦
車



兵
、
楼
船
（
士
）
は
水
兵
の
義
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
た
だ
大
庭
氏
が
材
官
を
単
な
る
歩
兵
で
な
く
「
射
撃
の
訓
練
を
う
け
た
弩
士
」

と
や
や
限
定
し
て
解
さ
れ
た
点
は
疑
問
が
残
る
。
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

　
（
高
帝
十
一
年
）
上
乃
発
上
郡
・
北
地
・
朧
西
車
騎
、
巴
蜀
材
官
及
中
尉
卒
三
万
人
　
　
　
（
漢
書
巻
一
下
高
帝
紀
下
）

の
師
古
注
に
応
肋
を
引
い
て

　
応
肋
日
、
材
官
、
有
材
力
者

と
あ
り
、
材
官
と
は
一
般
に
歩
兵
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
才
能
、
力
量
を
も
つ
者
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
弩
士
等
に
関
し
て
は

　
申
屠
嘉
、
梁
人
也
。
以
材
官
騒
張
、
従
高
帝
撃
項
籍
、
遷
為
隊
率
。
　
　
　
（
漢
書
巻
四
二
申
屠
嘉
伝
）

と
あ
り
、
師
古
注
に

　
如
淳
日
、
材
官
之
多
力
、
能
脚
踏
彊
弩
張
之
、
故
日
騒
張
。
律
有
騒
張
士
。
師
古
日
、
今
之
弩
、
以
手
張
者
日
壁
張
、
以
足
腸
者
日
顕
張
。

と
あ
る
。
又
、
史
記
巻
九
六
申
屠
嘉
伝
の
索
隠
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
漢
令
、
有
願
張
士
百
人
、
是
也
。

と
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
材
官
騒
張
」
　
「
願
張
士
」
と
は
材
官
の
中
で
も
特
に
足
で
強
弩
を
張
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
の
弩
士
を
意
味
す

る
よ
う
で
あ
る
。
又
、

　
緯
侯
周
勃
者
、
浦
人
也
。
…
…
勃
以
織
薄
曲
為
生
。
常
為
人
吹
籟
給
喪
事
。
材
官
引
彊
。
　
　
　
（
史
記
巻
五
七
緯
侯
周
勃
世
家
）

と
あ
り
、
こ
の
集
解
に

　
漢
書
音
義
日
、
能
引
彊
弓
官

と
あ
る
。
こ
の
「
材
官
引
彊
」
と
は
同
じ
く
材
官
の
中
で
、
強
弓
を
引
く
能
力
を
も
つ
弓
の
専
門
兵
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
滝
川

亀
太
郎
『
考
証
』
　
（
史
記
巻
九
六
申
屠
嘉
伝
の
条
）
に
中
井
積
徳
の
説
を
引
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
材
官
者
、
武
卒
之
総
号
、
顕
張
引
強
等
乃
其
派
目
、
弓
日
引
強
、
弩
日
顕
張
。
毎
郡
置
之
、
所
以
備
非
常
、
蓋
秦
制
也
。

と
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
が
正
し
い
と
お
も
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
材
官
と
は
一
般
的
に
歩
兵
の
意
で
あ
り
、
そ
の
中
の
一
部
が
選
抜
さ
れ
て
「
材

官
願
張
」
　
「
願
張
士
」
又
「
材
官
引
彊
」
と
よ
ば
れ
る
強
弩
や
強
弓
の
専
門
兵
集
団
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
次
に
材
官
騎
士
等
の
身
分
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
大
庭
脩
氏
の
重
要
な
問
題
提
起
が
あ
る
。
氏
の
説
の
要
旨
は

次
の
如
く
で
あ
る
。

ω
「
士
」
と
「
卒
」
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
材
官
、
騎
士
等
が
「
士
」
で
あ
る
に
対
し
、
　
一
般
の
民
は
徴
兵
さ
れ
て
「
卒
」
と
な
る
。

②
漢
官
儀
（
漢
旧
儀
も
ほ
ぼ
同
文
）
の
文
章
は
「
民
年
二
十
三
為
正
一
歳
、
以
為
衛
士
一
歳
。
為
材
官
騎
士
…
…
」
と
読
む
べ
き
で
あ
り
、
　
一

　
般
民
は
二
十
三
才
で
兵
役
義
務
を
生
ず
る
と
、
一
年
間
の
正
卒
（
兵
卒
と
し
て
恐
ら
く
は
郡
国
に
勤
務
す
る
）
義
務
、
及
び
一
年
間
の
衛
士

　
義
務
が
あ
り
、
こ
の
計
二
年
間
で
一
般
民
の
義
務
は
終
わ
る
。

③
材
官
、
騎
士
等
は
、
一
般
人
中
か
ら
材
力
有
る
者
が
選
ば
れ
、
特
殊
訓
練
を
受
け
た
専
門
兵
士
（
職
業
軍
人
）
と
し
て
郡
国
に
常
駐
す
る
者

　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
、
米
田
賢
次
郎
氏
は
大
庭
説
を
継
承
、
敷
祈
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

ω
士
と
卒
は
区
別
さ
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
材
官
騎
士
、
衛
士
等
は
一
種
の
官
吏
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

②
黄
産
四
万
銭
以
上
で
、
官
吏
に
な
る
資
格
を
有
す
る
者
が
選
ば
れ
て
士
（
騎
士
、
衛
士
、
兵
士
等
）
と
な
り
、
一
方
そ
の
資
格
の
な
い
者
は

　
卒
（
兵
卒
、
衛
卒
等
）
と
な
っ
て
軍
事
に
関
係
す
る
雑
役
任
務
に
従
う
。

と
さ
れ
た
。
漢
官
儀
に
つ
い
て
大
庭
氏
が
新
し
い
読
み
方
を
提
唱
さ
れ
た
点
は
貴
重
で
あ
り
、
私
も
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
が
正
し
い
と
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

う
。
し
か
し
、
士
と
卒
を
区
別
し
て
考
え
る
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
西
村
元
佑
氏
の
反
論
が
あ
り
、
氏
の
要
旨
は

ω
漢
代
の
兵
役
に
お
い
て
「
士
」
　
「
卒
」
の
語
は
混
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
人
民
の
径
役
服
務
者
た
る
「
卒
」
で
あ



　
る
が
、
卒
で
も
精
卒
（
主
戦
斗
員
）
と
し
て
活
躍
す
る
場
合
は
一
般
に
「
士
」
と
よ
ば
れ
、
雑
卒
は
「
卒
」
と
よ
ば
れ
た
。

②
騎
士
も
一
般
に
徴
兵
農
民
が
富
砦
に
関
係
な
く
就
役
す
る
官
役
で
あ
る
。
但
し
北
辺
の
騎
士
は
徴
兵
で
あ
っ
て
も
特
別
待
遇
で
「
吏
比
者

　
（
吏
待
遇
）
」
と
さ
れ
て
い
た
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
西
村
説
が
正
し
い
と
お
も
う
の
で
あ
り
、
以
下
、
西
村
論
文
に
若
干
史
料
を
補
足
し
な

が
ら
、
そ
の
論
拠
を
提
示
し
て
み
よ
う
。

　
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
国
・
秦
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
商
君
教
秦
孝
公
…
…
禁
游
富
之
民
而
顕
耕
戦
之
士
。
孝
公
行
之
、
主
以
尊
安
、
国
以
富
強
。
　
　
　
（
韓
非
子
巻
四
和
氏
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
農
民
兵
士
が
「
耕
戦
之
士
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
又
、
楚
漢
抗
争
期
の
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
韓
信
説
漢
王
日
、
項
羽
王
諸
将
之
有
功
者
、
而
王
独
居
南
鄭
。
是
遷
也
。
軍
吏
・
士
卒
、
皆
山
東
之
人
也
。
　
　
　
（
史
記
巻
八
高
祖
本
紀
）

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
兵
士
は
一
般
に
士
卒
と
総
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
軍
吏
と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「
士
」
　
「
士
卒
」
が
総
体
と
し
て
官
吏
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夫
士
卒
尽
家
人
子
、
起
田
中
従
軍
。
安
知
尺
籍
伍
符
。
終
日
力
戦
、
斬
首
捕
虜
、
上
功
莫
府
。
　
　
（
史
記
巻
一
〇
二
鴻
唐
伝
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
文
帝
期
で
あ
る
が
、
士
卒
が
尽
く
家
人
（
庶
人
・
庶
民
）
出
身
の
農
民
兵
士
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば

士
を
職
業
軍
人
と
し
て
卒
と
の
間
に
明
確
な
区
別
を
お
い
て
い
た
よ
う
に
は
お
も
わ
れ
な
い
。

　
衛
士
に
つ
い
て
は
周
礼
巻
一
天
官
家
宰
の
「
脊
十
有
二
人
。
徒
百
有
二
十
人
」
の
条
の
鄭
玄
注
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
此
民
給
径
役
者
、
若
今
衛
士
　
。
膏
読
如
請
、
謂
其
有
才
知
為
什
長

と
あ
り
、
こ
こ
で
衛
士
は
揺
役
に
服
す
る
者
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
官
吏
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
米
田
説
の
よ
う
に
衛
士
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衛
卒
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
漢
旧
儀
の
文
も
「
民
年
二
十
三
為
正
（
正
卒
）
一
歳
、
以
為
衛
卒
一
歳
」
と
な
っ
て
い
て
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



四
〇

る
べ
き
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
又
、
米
田
説
で
は
前
述
の
よ
う
に
賀
産
四
万
銭
を
境
と
し
て
（
最
も
官
吏
の
財
産
資
格
が
十
万
銭
か
ら
四
万
銭
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
は
景

帝
の
後
元
二
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
は
貴
産
十
万
銭
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
）
士
と
卒
が
区
別
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
秦
代
で
あ
る
が
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
周
勃
が
貧
民
で
あ
り
な
が
ら
、
「
材
官
引
彊
」
で
あ
っ
た
例
か
ら
す
れ
ば
、
材
官
等
に
な
る
に
際
し

て
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
な
明
確
な
賀
産
基
準
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
疑
問
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て

ω
「
士
」
　
「
卒
」
の
間
に
明
確
な
区
別
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
又
材
官
騎
士
、
衛
士
等
を
職
業
軍
人
や
官
吏
的
存
在
と
考
え
る
の
は
妥
当

　
で
な
い
。

②
材
官
騎
士
等
の
兵
士
は
、
官
に
対
し
て
は
庶
（
庶
人
・
庶
民
）
身
分
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
た
だ
そ
の
中
で
も
、
一
般
庶
民
と
は

　
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
「
兵
士
身
分
」
の
下
に
お
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
述
し
た
）

等
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
う
。
従
っ
て
材
官
騎
士
等
は
、
ひ
と
ま
ず
地
方
軍
に
お
け
る
各
兵
種
の
農
民
兵
士
と
理
解
し
て
お
い
て
よ

い
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
材
官
騎
士
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
方
軍
の
組
織
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
が
次
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

正
　
地
方
軍
の
編
成

　
ω
　
県
の
常
備
軍
に
つ
い
て

戦
国
以
降
、
地
方
常
備
軍
制
が
次
第
に
整
備
さ
れ
て
く
る
が
、

そ
れ
は
徴
兵
制
度
の
進
展
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
楊
寛
氏
は
こ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

の
徴
兵
制
度
が
郡
県
を
単
位
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
郡
県
が
徴
兵
の
地
域
単
位
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
解
は
正
し
い
と

お
も
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
私
は
特
に
戦
国
～
秦
に
お
い
て
は
、
県
の
果
た
す
役
割
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
す
な

わ
ち
、
兵
士
の
徴
発
、
訓
練
、
動
員
等
の
担
当
、
地
方
に
お
け
る
基
礎
的
な
常
備
軍
編
成
は
県
を
単
位
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
県

は
地
方
兵
制
の
基
礎
組
織
を
な
す
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
お
も
う
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
戦
国
・
秦
に
お
い
て
は
、
秦
王
政
の
九
年
、
膠
毒
の
反
乱
が
お
こ
っ
た
時
、
毒
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
矯
王
御
璽
及
太
后
璽
、
以
発
県
卒
、
及
衛
卒
、
官
騎
、
戎
羽
佳
君
公
舎
人
、
将
欲
攻
斬
年
宮
為
乱
。
王
知
之
、
令
相
国
昌
平
君
、
昌
文
君
発
卒

　
攻
毒
。
戦
威
陽
、
斬
首
数
百
。
　
　
　
（
史
記
巻
六
秦
始
皇
本
紀
）

と
あ
り
、
斉
に
お
い
て
も
蘇
秦
が
宣
王
に
説
い
た
言
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　

　
臨
畜
之
中
七
万
戸
、
臣
籟
度
之
、
不
下
戸
三
男
子
、
三
七
二
十
一
万
、
不
待
発
於
遠
県
、
而
臨
冨
之
卒
、
固
已
二
十
一
万
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
巻
六
九
蘇
秦
列
伝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
。
さ
ら
に
発
兵
の
際
、
用
い
ら
れ
た
秦
の
銅
虎
符
の
う
ち
、
戦
国
末
の
新
鄭
虎
符
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
甲
兵
之
符
、
右
才
在
王
、
左
才
在
新
郵
、
凡
興
士
被
甲
、
用
兵
五
十
人
以
上
、
必
会
王
符
、
乃
敢
行
之
、
播
隊
墜
事
、
難
母
母
会
符
、
行
殴
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
容
庚
『
秦
漢
金
文
録
』
所
収
）

と
あ
り
、
又
一
九
七
三
年
に
発
見
さ
れ
た
杜
虎
符
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
兵
甲
之
符
、
右
在
君
、
左
在
杜
、
凡
興
士
被
甲
、
用
兵
五
十
人
以
上
、
必
会
君
符
、
乃
敢
行
之
、
幡
墜
之
事
、
難
母
会
符
、
行
殿
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
物
』
一
九
七
九
－
九
、
文
博
簡
訊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
。
新
鄭
や
杜
は
い
ず
れ
も
県
名
で
あ
る
。

　
虎
符
の
内
容
は
双
方
共
ほ
ぼ
同
様
で
、
こ
の
虎
符
（
兵
符
）
は
右
半
分
を
君
（
王
）
が
、
左
半
分
を
県
が
各
々
保
持
す
る
。
お
よ
そ
発
兵
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

る
際
、
兵
士
数
が
五
十
人
以
上
に
及
ぶ
場
合
は
必
ず
君
（
王
）
符
と
符
合
さ
せ
、
然
る
後
に
発
兵
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
敵
の
来

攻
が
あ
る
よ
う
な
緊
急
事
態
の
場
合
は
、
君
（
王
）
符
と
符
合
さ
せ
な
い
で
も
発
兵
し
て
よ
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

　
銅
虎
符
は
従
来
の
研
究
で
も
、
地
方
軍
に
お
け
る
兵
権
の
所
在
を
し
め
す
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
前
記
の
諸
史
料
と
あ

わ
せ
考
え
て
み
る
と
、
戦
国
期
の
秦
を
は
じ
め
と
す
る
国
々
に
お
い
て
、
兵
の
徴
発
、
編
成
、
発
兵
が
県
を
基
礎
単
位
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ

と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
換
言
す
れ
ば
当
時
、
地
方
兵
制
の
根
幹
を
な
す
基
礎
的
な
軍
府
（
軍
団
）
は
県
を
単
位
に
置
か
れ

た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
県
に
お
い
て
編
成
さ
れ
た
常
備
軍
兵
士
が
、
前
記
の
膠
毒
の
反
乱
に
み
え
た
「
県
卒
」
と
よ
ば
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
と
お
も
う
。

　
こ
の
よ
う
に
地
方
軍
が
県
を
基
礎
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
、
発
兵
の
際
に
は
中
央
と
県
の
分
有
す
る
虎
符
を
符
合
さ
せ
る
方
式
は
、
統
一
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
秦
に
あ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ぽ
陽
陵
虎
符
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
甲
兵
之
符
、
右
才
在
皇
帝
、
左
才
在
陽
陵
　
　
　
（
容
庚
『
秦
漢
金
文
録
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
あ
り
、
陽
陵
は
陽
陵
県
で
あ
り
、
秦
で
は
内
史
の
、
漢
で
は
後
に
左
鴻
翔
の
属
県
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
秦
末
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
少
府
章
郡
日
、
盗
已
至
衆
彊
。
今
発
近
県
不
及
　
。
劉
山
徒
多
。
請
赦
之
、
援
兵
以
撃
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
巻
六
秦
始
皇
本
紀
、
二
世
皇
帝
二
年
の
条
）

と
み
え
て
い
る
。

　
以
上
、
戦
国
以
降
、
県
を
単
位
と
し
て
基
礎
的
な
軍
府
（
軍
団
）
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
常
備
軍
編
成
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ

た
。
そ
れ
で
は
県
の
軍
府
に
お
い
て
兵
士
の
徴
発
、
編
成
等
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
か
、
そ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。
順
を
追

っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

②
　
博
に
つ
い
て



　
成
年
男
子
が
兵
役
に
就
く
場
合
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
博
」
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
問
題
か
ら
考

え
て
み
よ
う
。
　
「
傅
」
字
に
「
兵
籍
に
付
け
る
」
　
「
兵
役
を
課
す
る
」
と
い
う
特
別
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
用
例
の
あ
る
こ
と
は
、
既
に
浜
口

晦
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
浜
口
氏
の
あ
げ
た
諸
史
料
は
楚
漢
抗
争
期
か
ら
漢
代
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
秦
簡
の
出
土
に
よ
っ
て

秦
の
博
制
に
関
す
る
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
戦
国
～
統
一
後
の
秦
の
傅
制
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
の
で
あ

る
が
、
そ
の
前
に
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
中
国
で
の
研
究
に
お
い
て
「
傅
」
　
「
博
籍
」
を
戸
籍
（
名
籍
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

登
録
す
る
意
に
解
す
る
説
が
ま
ま
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
博
す
る
こ
と
と
戸
籍
に
付
け
る
こ
と
と
は
、
秦
漢
を
通
じ
て
内
容
を
異

に
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
例
え
ば
戸
籍
（
名
数
）
は
戦
国
・
秦
に
お
い
て

　
挙
民
衆
口
数
、
生
者
著
、
死
者
削
。
　
　
　
（
商
君
書
巻
一
去
彊
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
境
之
内
、
丈
夫
女
子
、
皆
有
名
於
上
。
生
者
著
、
死
者
削
。
　
　
　
（
商
君
書
巻
五
境
内
篇
）

と
あ
る
よ
う
に
、
男
女
を
問
わ
ず
出
生
に
よ
っ
て
登
載
さ
れ
、
死
亡
に
よ
っ
て
削
除
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
又
「
付
け
る
」
意
の
字
も
「
傅
」

で
な
く
、
一
般
に
「
著
」
字
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
漢
に
お
い
て
も
同
様
で
、
前
漢
、
武
帝
期
の
任
安
が

　
因
占
著
名
数
、
家
於
武
功
。
　
　
　
（
史
記
巻
一
〇
四
田
叔
列
伝
、
楮
少
孫
補
）

と
あ
り
、
後
漢
で
も

　
妻
子
自
随
、
便
占
著
辺
県
　
　
　
（
後
漢
書
巻
二
明
帝
紀
、
永
平
八
年
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
民
無
名
数
及
流
民
欲
占
著
者
人
一
級
　
　
　
（
後
漢
書
巻
六
順
帝
紀
、
陽
嘉
元
年
条
）

な
ど
、
そ
の
例
は
多
い
。
な
お
占
著
と
は
明
帝
紀
の
章
懐
太
子
注
に
「
占
著
謂
附
名
籍
」
と
あ
る
よ
う
に
申
告
し
て
戸
籍
（
名
数
）
に
付
け
る

意
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



四
四

　
以
上
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
秦
の
博
制
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　
　
　
が
　

　
秦
簡
の
倉
律
に

　
小
隷
臣
妾
以
八
月
博
為
大
隷
臣
妾
、
以
十
月
益
食
。

　
と
あ
り
、
こ
れ
は
隷
臣
妾
の
場
合
で
あ
る
が
、
封
診
式
の
封
守
の
条
に
、

　
・
子
大
女
子
某
、
未
有
夫
。
・
子
小
男
子
某
、
高
六
尺
五
寸
。
・
臣
某
、
妾
小
女
子
某
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

と
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
秦
に
お
い
て
は
隷
臣
妾
で
あ
る
と
一
般
人
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
博
と
は
ま
ず
小
男
子
、
小
女
子
を
大
男
子
、
大

女
子
に
切
り
換
え
る
行
為
で
あ
っ
た
。
又
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
傅
す
る
対
象
は
男
子
の
み
で
な
く
、
女
子
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。
秦
律
雑
抄
の
博
律
を
見
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
匿
敷
童
、
及
占
痔
疲
不
審
、
典
、
老
贋
耐
。
・
百
姓
不
当
老
、
至
老
時
不
用
請
、
敢
為
酢
詐
偽
者
、
此
貝
二
甲
；
典
、
老
弗
告
、
黄
各
一
甲
；

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
伍
人
、
戸
一
盾
、
皆
悪
］
遷
之
。
・
博
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
あ
り
、
博
さ
る
べ
き
成
年
男
子
を
隠
匿
し
た
場
合
、
及
び
疲
を
申
告
す
る
に
不
審
（
正
確
で
な
い
）
で
あ
っ
た
場
合
、
さ
ら
に
老
（
免
老
）

申
告
を
詐
っ
た
場
合
、
等
に
関
す
る
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
家
の
税
役
徴
収
に
密
接
に
関
る
内
容
で
あ
り
、
博
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
国
家
が
成
年
男
（
女
）
か
ら
税
役
を
収
取
す
る
た
め
の
台
帳
に
登
録
す
る
意
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
博
律
の
規
定
は
、
こ

の
台
帳
へ
の
申
告
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
台
帳
に
は
新
傅
（
者
）
か
ら
、
老
よ
り
以
前
の
成
年
男
（
女
）
が
登
録
さ
れ
、
老
に
至
っ
て
そ
こ
か
ら

削
除
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
傅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
税
役
負
担
の
具
体
的
な
内
容
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
法
律
答
問
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
可
何
謂
〃
匿
戸
〃
及
〃
放
童
弗
博
〃
？
匿
戸
弗
藷
径
使
、
弗
令
出
戸
賦
之
謂
殿
也
。

　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
あ
り
、
こ
れ
は
律
本
文
中
に
あ
っ
た
は
ず
の
「
匿
戸
」
　
「
赦
童
弗
博
」
の
二
語
に
つ
い
て
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
答
間
部
分
で
は
こ



の
二
語
を
通
じ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
　
「
戸
（
戸
口
の
意
か
？
）
を
隠
匿
し
て
径
使
し
な
い
こ
と
、
及
び
戸
賦
を
出
だ
さ
し
め
な
い
意
で

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
傅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
（
こ
の
場
合
、
男
子
の
）
基
本
的
負
担
は
径
使
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
賦
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
戸
賦
は
口
賦
の
意
で
、
人
頭
税
と
考
え
て
よ
い
と
お
も
う
が
、
径
使
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
平
装
本
で
は
、
　
「
樒
」
と
「
使
」
を
異
な
る
内
容
の
負
担
と
み
て
「
不
徴
発
径
役
、
不
加
役
使
」
と
訳
す
が
、
そ

の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。
径
使
の
語
は
、
秦
代
の
こ
と
と
し
て

　
諸
侯
吏
卒
、
異
時
故
蘇
使
屯
戌
過
秦
中
。
秦
中
吏
卒
遇
之
多
無
状
。
　
　
　
（
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
）

と
あ
り
、
漢
の
文
帝
期
の
買
誼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
古
者
天
子
地
方
千
里
、
中
之
而
為
都
。
輸
将
蘇
使
、
其
遠
者
不
出
五
百
里
而
至
。
…
…
夫
准
南
、
疏
民
貧
郷
也
。
蘇
使
長
安
者
、
自
悉
以
補

　
行
、
中
道
而
衣
行
勝
已
鼠
弊
　
、
彊
提
荷
弊
衣
而
至
。
　
　
　
（
新
書
巻
三
属
遠
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

と
述
ぐ
、
て
い
る
。
漢
書
巻
三
一
項
籍
伝
、
漢
書
巻
四
八
買
誼
伝
で
は
「
蘇
使
」
が
各
々
「
径
役
」
　
「
蘇
役
」
に
作
ら
れ
て
お
り
、
蘇
使
と
は
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戌
な
ど
の
兵
役
負
担
に
対
し
て
、
雑
多
な
力
役
負
担
を
意
味
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
秦
簡
に
お
い
て
も
「
戌
」
　
「
藷
稽
戌
」
が
兵
役
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

で
あ
る
に
対
し
、
徒
使
は
力
役
負
担
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
り
、
秦
に
お
け
る
博
は
国
家
が
人
支
配
を
行
な
っ
て
い
く
た
め
の
手
続
き
で
あ
り
、
傅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
基
本
的
負

担
は
、
男
子
の
場
合
、
力
役
と
賦
（
戸
賦
）
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
う
。

　
そ
れ
で
は
秦
に
お
い
て
兵
役
と
博
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
漢
王
間
往
従
之
、
稽
梢
収
其
士
卒
至
榮
陽
。
諸
敗
軍
皆
会
。
憲
何
亦
発
関
中
老
弱
未
傅
、
悉
詣
榮
陽
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
浜
口
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
兵
役
も
本
来
、
博
さ
れ
た
男
子
を
対
象
に
課
せ
ら
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
当
時
は

楚
漢
抗
争
期
で
あ
り
、
お
お
む
ね
秦
制
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
秦
制
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



四
六

こ
と
か
ら
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
と
お
も
う
。

ω
秦
に
お
い
て
は
力
役
、
賦
（
戸
賦
）
、
兵
役
の
負
担
期
間
は
一
致
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

②
兵
士
は
博
さ
れ
た
成
年
男
子
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ
れ
て
こ
れ
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
基
本
負
担
（
力
役
、
賦
）
の
一
部
、
も
し
く
は
全
部

　
を
免
除
さ
れ
た
上
で
、
兵
役
に
従
事
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

最
も
②
の
点
の
証
明
に
は
兵
士
の
徴
発
に
関
す
る
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
こ
の
点
を
考
え
て
み
ょ
う
。

㈲
　
兵
士
の
徴
発
に
つ
い
て

　
先
に
漢
旧
儀
の
文
を
検
討
し
た
際
、
漢
に
お
い
て
（
傅
さ
れ
た
）
兵
役
適
齢
男
子
が
全
て
材
官
等
の
兵
士
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
（
3
6
）

定
部
分
が
選
抜
さ
れ
て
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
。
そ
し
て
浜
口
氏
や
大
庭
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
漢
の
中
央

・
地
方
を
問
わ
ず
兵
制
の
骨
格
は
秦
に
お
い
て
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
秦
制
も
ほ
ぼ
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
こ
れ
に
対
し
戦
国
以
降
の
徴
兵
制
度
の
進
展
を
通
じ
て
、
戦
国
、
秦
、
前
漢
に
至
る
間
、
全
て
の
兵
役
資
格
に
達
し
た
成
年
男
子
を

兵
役
に
就
か
し
め
た
と
す
る
国
民
皆
兵
説
が
、
従
来
の
研
究
で
は
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
史
料
的
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
例
え

ば
戦
国
期
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
引
用
し
た
が
、

　
臨
畜
之
中
七
万
戸
、
臣
繕
度
之
、
不
下
戸
三
男
子
、
三
七
二
十
一
万
、
不
待
発
於
遠
県
、
而
蓄
臨
之
卒
、
固
已
二
十
一
万
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
巻
六
九
蘇
秦
列
伝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

と
あ
り
、
或
は
又
当
時
各
国
は
大
戦
に
際
し
、
国
内
の
壮
丁
を
総
動
員
す
る
か
の
よ
う
な
「
傾
国
の
師
」
を
興
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
秦
、

昭
王
の
時
の
長
平
の
戦
に
お
い
て
、
敗
北
し
た
趙
軍
は
「
前
後
、
斬
首
虜
四
十
五
万
人
」
（
史
記
巻
七
三
白
起
伝
）
と
い
う
甚
大
な
打
撃
を
う



け
、
　
「
趙
氏
壮
者
皆
死
長
平
、
其
孤
未
壮
。
」
（
史
記
巻
四
三
趙
世
家
）
と
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
る
。
秦
に
お
い
て
は
王
嘉
が
兵
六
十
万
人
に
将

と
し
て
楚
を
攻
略
し
た
時
の
言
と
し
て
「
今
空
秦
国
甲
士
、
而
専
委
於
我
」
　
（
史
記
巻
七
三
王
蕩
伝
）
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

　
秦
統
一
後
で
は
、
北
方
攻
略
に
対
し
て
将
軍
蒙
悟
が
率
い
た
兵
力
が
三
十
万
人
、
南
方
の
五
嶺
を
守
る
兵
が
五
十
万
人
と
伝
え
ら
れ
る
な
ど

多
大
の
兵
力
を
動
員
し
、
漢
で
も
武
帝
期
に
は
外
征
に
大
規
模
な
人
員
動
員
が
行
な
わ
れ
、
例
え
ば
元
狩
四
年
の
旬
奴
と
の
決
戦
に
際
し
て
は
、

　
　
　
カ
　

米
田
氏
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
十
万
人
の
騎
兵
に
歩
兵
・
輻
重
を
合
わ
せ
て
、
総
動
員
数
は
五
十
～
六
十
万
人
に
及
ん
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
お
お
む
ね
以
上
の
よ
う
な
論
拠
に
基
づ
い
て
国
民
皆
兵
が
主
張
さ
れ
る
背
景
に
は
、
従
来
の
秦
漢
兵
制
研
究
に
お
い
て
、
兵
士
の
平
時
編
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
戦
時
編
制
の
区
別
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
す
な
わ
ち
両
者
で
は
指
揮
系
統
や
目

的
及
び
動
員
方
法
、
構
成
員
が
異
な
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
明
確
に
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
漢
の
地
方
軍
を
例
に

と
っ
て
み
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
材
官
、
騎
士
等
が
地
方
の
正
規
の
常
備
兵
と
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
（
詳
細
は
後
述
）
、
平
時
の
「
兵
制
」
に
お
け
る
指
揮
系
統
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
郡
太
守
　
　
県
令
長

　
　
／
　
　
　
　
／
　
（

　
　
　
都
尉
　
　
　
県
尉

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
平
時
編
制
下
に
お
け
る
兵
士
の
主
任
務
は
、
地
方
管
轄
区
域
の
治
安
維
持
に
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
こ
れ
に
対
し
、
戦
時
編
制
に
入
り
、
征
討
（
野
戦
）
軍
が
組
織
さ
れ
る
と
、
主
に
中
央
、
地
方
の
高
官
な
ど
で
軍
事
に
有
能
な
者
が
将
軍
に

任
命
さ
れ
、
そ
の
下
に
部
、
曲
以
下
の
軍
事
組
織
が
編
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
戦
時
に
お
け
る
「
軍
制
」
の
指
揮
系
統
は
、
宋
治
民
氏

の
研
究
に
よ
れ
ば
、

　
将
軍
ー
（
部
）
校
尉
、
司
馬
ー
（
曲
）
軍
候
、
千
人
1
（
屯
）
屯
長
1
（
隊
）
隊
率

　
　
（
4
2
）

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
戦
時
の
軍
を
構
成
す
る
の
は
正
規
の
常
備
軍
兵
士
た
る
材
官
騎
士
等
の
他
に
、
し
ば
し
ば
臨
時
に
徴
募
さ
れ
た
雑
多
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



四
八

内
容
の
兵
士
を
含
む
の
で
あ
り
、
対
外
的
な
戦
闘
行
動
を
主
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
常
備
軍
兵
士
以
外
の
臨
時
の
徴
募
が
行
な
わ
れ
る
際
、
順
序
と
し
て
ま
ず
対
象
に
な
る
の
は
、
兵
士
以
外
の
傅
さ
れ
た
成
年
男
子
（
丁
男
、

壮
丁
）
で
あ
ろ
う
。
武
帝
の
時
、
主
父
優
は
上
書
中
に
秦
代
の
こ
と
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
遂
使
蒙
悟
将
兵
攻
胡
。
…
…
然
後
発
天
下
丁
男
、
以
守
北
河
。
暴
兵
露
師
十
有
余
年
　
　
　
（
史
記
巻
一
一
二
主
父
櫃
伝
）

と
あ
り
、
又
、
同
じ
く
武
帝
に
対
す
る
厳
安
の
上
書
に
秦
の
こ
と
を
述
べ

　
又
使
尉
屠
雌
将
楼
船
之
士
攻
越
、
…
…
行
十
余
年
、
丁
男
被
甲
、
丁
女
転
輸
、
苦
不
柳
生
　
　
　
（
漢
書
巻
六
四
下
厳
安
伝
）

な
ど
と
あ
る
丁
男
と
は
そ
の
よ
う
な
臨
時
徴
兵
さ
れ
た
者
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

　
し
か
し
こ
れ
で
も
な
お
足
り
な
い
場
合
は
さ
ら
に
広
範
な
徴
発
が
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
戦
国
の
長
平
の
戦
に
際
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
王
（
秦
の
昭
王
）
自
之
河
内
、
賜
民
爵
各
一
級
、
発
年
十
五
以
上
、
悉
詣
長
平
、
遮
絶
趙
救
及
糧
食
。
　
　
　
（
史
記
巻
七
三
白
起
伝
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
臨
時
徴
発
の
対
象
が
十
五
才
以
上
の
男
子
で
あ
る
こ
と
は
、
漢
に
お
け
る
算
賦
負
担
が
十
五
才
か
ら
始
ま
る
こ
と
と
関
連
し

て
何
ら
か
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
の
例
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
項
羽
）
乃
東
行
撃
陳
留
外
黄
。
外
黄
不
下
数
日
。
已
降
。
項
王
怒
、
悉
令
男
子
年
十
五
已
上
詣
城
東
、
欲
防
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
外
黄
県
城
の
攻
防
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
非
常
事
態
の
下
に
お
い
て
は
十
五
才
以
上
の
者
が
兵
力
に
動

員
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
又
、
特
別
な
例
で
あ
る
が
、
呉
楚
七
国
の
乱
に
あ
た
っ
て
は

　
七
国
之
発
也
、
呉
王
悉
其
士
卒
、
下
令
国
中
日
、
寡
人
年
六
十
二
、
身
自
将
。
少
子
年
十
四
、
亦
為
士
卒
先
。
諸
年
上
与
寡
人
比
、
下
与
少

　
子
等
者
、
皆
発
。
発
二
十
余
万
人
　
　
　
（
史
記
巻
一
〇
六
呉
王
漠
列
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
、
呉
に
お
い
て
十
四
～
六
十
二
才
に
至
る
ま
で
の
男
子
が
総
動
員
さ
れ
て
お
り
、
か
く
し
て
組
織
さ
れ
た
軍
の
指
揮
、
統
率
の



た
め
に

　
呉
王
専
井
将
其
兵
、
未
度
准
。
諸
賓
客
皆
得
為
将
、
校
尉
、
候
、
司
馬
。
　
（
同
右
）

と
あ
る
よ
う
に
、
将
（
将
軍
）
、
校
尉
以
下
が
任
命
さ
れ
て
部
曲
編
制
を
と
り
、
呉
王
は
諸
将
軍
の
上
に
立
つ
大
将
軍
（
或
は
上
将
軍
）
の
地

位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
例
は
い
ず
れ
も
未
傅
者
、
或
は
老
が
軍
や
戦
闘
に
臨
時
徴
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
既
に
引
い
た
「
講
何
亦
発
関
中
老
弱
未
博
、

悉
詣
榮
陽
」
　
（
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
）
も
そ
う
し
た
一
例
で
あ
る
。

　
臨
時
徴
募
の
例
と
し
て
、
そ
の
他
に
例
え
ば
秦
簡
に
「
魏
奔
命
律
」
が
あ
り
、
内
容
は
将
軍
の
率
い
る
軍
に
、
仮
門
（
商
人
）
、
逆
旅
（
宿

屋
）
、
賛
婿
、
后
父
な
ど
を
従
軍
せ
し
め
た
際
の
規
定
で
あ
る
。
奔
命
と
は
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
平
装
本
、
注
釈
（
以
下
単
に
注
釈
と
略
称
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
漢
書
巻
七
昭
帝
紀
始
元
元
年
条
の
「
遣
水
衡
都
尉
呂
破
胡
募
吏
民
及
発
健
為
、
蜀
郡
韓
命
撃
益
州
、
大
破
之
」
の
注
に

　
応
肋
日
、
旧
時
郡
国
皆
有
材
官
騎
士
以
赴
急
難
、
今
夷
反
、
常
兵
不
足
以
討
之
、
故
権
選
取
精
勇
。
聞
命
奔
走
、
故
謂
之
奔
命
。

と
あ
り
、
材
官
騎
士
等
の
常
兵
（
常
備
兵
）
以
外
の
、
臨
時
に
徴
発
さ
れ
た
兵
士
を
指
し
、
奔
命
律
と
は
こ
う
し
た
兵
士
に
関
す
る
規
定
で
あ

ろ
う
。
こ
の
奔
命
律
で
問
題
と
さ
れ
た
仮
門
、
贅
楕
等
が
秦
代
に
も
大
規
模
に
軍
に
徴
発
さ
れ
、
議
戌
、
樋
卒
等
と
よ
ば
れ
、
さ
ら
に
漢
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

七
科
謎
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
堀
敏
一
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
又
、
秦
律
雑
抄
の
敦
（
屯
）
表
律
に
は
「
冗
募
」
の
語
が
み
え
て
お
り
、
こ
れ
は
同
じ
く
注
釈
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
募
兵
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
募
兵
は
漢
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
兵
未
決
間
、
漢
復
発
募
士
万
人
。
　
　
　
（
漢
書
巻
七
九
漏
奉
世
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
「
募
士
」
と
よ
ば
れ
、
或
は
「
応
募
」
な
ど
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
そ
の
他
、
漢
代
に
お
い
て
は
刑
徒
、
七
科
謎
、
悪
少
年
な
ど
雑
多
な
人
々
が
軍
に
徴
発
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
以
上
、
秦
漢
に
お
い
て
、
材
官
騎
士
等
の
正
規
の
地
方
常
備
軍
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
平
時
編
制
下
の
「
兵
制
」
と
、
材
官
騎
士
等
及
び
雑
多

な
内
容
の
臨
時
徴
発
兵
、
募
兵
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
戦
時
編
制
下
の
「
軍
制
」
と
は
明
確
に
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

述
べ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
前
述
の
秦
漢
国
民
皆
兵
説
の
論
拠
を
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
時
編
制
下
に
お
い
て
臨
時
の
大
規
模
な
動

員
が
行
な
わ
れ
た
際
の
事
例
で
あ
り
、
し
か
も
し
ば
し
ば
老
、
未
傅
者
等
を
も
含
む
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
国
民
皆
兵
を
説
く
の
は
妥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
で
な
い
。
又
、
国
民
皆
兵
説
に
よ
り
、
全
て
の
兵
役
期
間
中
の
成
年
男
子
が
有
事
の
際
の
従
軍
義
務
を
負
う
と
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う

に
秦
漢
に
お
い
て
、
一
般
民
か
ら
な
る
「
募
兵
」
が
存
在
す
る
こ
と
の
説
明
が
困
難
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
戦
国
期
の
各
国
の
兵
制
に
関
し
て
は
別
箇
の
考
察
を
要
す
る
が
、
秦
漢
と
基
本
的
な
点
で
異
な
る
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
前
述
の
斉
の
臨
蓄

に
関
す
る
蘇
秦
の
言
も
、
戦
時
編
制
下
に
お
い
て
全
て
の
「
男
子
」
を
総
動
員
し
た
場
合
が
想
定
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現

に
全
て
の
男
子
が
兵
士
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
と
お
も
う
。
　
『
戦
国
策
』
　
『
史
記
』
な
ど
に
み
え
る
戦
国
期
各
国
の
兵
力
数
に

関
す
る
蘇
秦
や
張
儀
の
三
口
の
理
解
に
関
し
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
国
民
皆
兵
説
」
の
検
討
を
通
じ
て
秦
漢
の
平
時
編
制
下
の
兵
制
に
お
い
て
は
、
博
さ
れ
た
成
年
男
子
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ

れ
て
地
方
常
備
軍
（
材
官
騎
士
等
）
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
お
も
う
。
そ
れ
で
は
選
抜
の
割
合
は
い
か
程

で
あ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
点
兵
率
の
問
題
を
次
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
お
も
う
が
、
そ
の
前
に
漢
の
博
制
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　
漢
の
景
帝
二
年
に
博
制
の
改
正
が
行
な
わ
れ
、

　
男
子
二
十
而
得
博
　
　
　
（
史
記
巻
一
一
孝
景
本
紀
）

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
傅
は
浜
口
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
「
兵
籍
に
付
け
る
」
意
と
解
し
て
よ
い
と
お
も
う
。
漢
で
は
算
賦
・
力
役
の
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

課
年
齢
と
兵
役
の
そ
れ
と
が
乖
離
し
て
き
た
た
め
、
傅
の
意
味
内
容
は
秦
に
比
べ
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
象
も
男
子
の



み
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
博
の
対
象
に
つ
い
て
浜
口
氏
は
、
民
丁
の
材
力
優
秀
な
者
を
博
し
（
兵
籍
に
付
け
）
て
兵
士
と
し
、
自
余
の
一
般
民
丁
は
傅
さ
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
景
帝
二
年
の
記
事
は
漢
書
巻
五
景
帝
紀
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
令
天
下
男
子
年
二
十
始
傅
。

と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
博
と
い
う
手
続
き
自
体
は
全
て
の
民
丁
に
及
ん
だ
と
考
え
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
意
味
で

私
は
博
さ
れ
た
男
子
は
全
て
、
い
わ
ば
潜
在
的
兵
役
義
務
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
お
も
う
。
し
か
し
実
際
に
は
そ
の
中
の
一
定
部
分
が
選
抜
さ

れ
て
地
方
常
備
軍
を
構
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。
次
に
点
兵
率
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
秦
漢
の
兵
制
に
お
け
る
点
兵
率
を
直
接
示
す
記
録
は
無
く
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、
後
漢
書
巻
一
下
光
武
帝
紀
下
、
建
武
七
年
三
月
丁
酉
の

条
の
注
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
漢
官
儀
日
、
高
祖
命
天
下
郡
国
選
能
引
関
願
張
、
材
力
武
猛
者
、
以
為
軽
車
、
騎
士
、
材
官
、
楼
船
、
常
以
立
秋
後
講
難
課
試
、
各
有
員
数
。

　
平
地
用
車
騎
、
山
阻
用
材
官
、
水
泉
用
楼
船
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

と
あ
り
、
材
官
騎
士
等
に
各
々
一
定
の
定
員
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
材
官
騎
士
等
は
郡
（
国
）
の
常
備
兵
の
意
に
解
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
材
官
等
は
郡
の
常
備
兵
の
み
を
指
す
言
葉
で
は
な
く
、
彼
ら
は
本
来
的
に
は
県
に
お

い
て
編
制
さ
れ
、
県
の
常
備
兵
（
県
卒
）
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
郡
・
県
の
常
備
軍
各
々
に
つ
い
て
定
員
が
定
め

ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
郡
・
県
の
兵
員
定
数
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
拠
る
べ
き
記
録

は
な
い
が
、
例
え
ば
項
梁
、
項
羽
が
会
稽
郡
で
挙
兵
し
、
郡
守
の
地
位
を
奪
っ
て
一
郡
の
兵
を
統
領
し
た
際
の
こ
と
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
項
梁
）
遂
挙
呉
中
兵
。
使
人
収
下
県
、
得
精
兵
八
千
人
。
梁
部
署
呉
中
豪
傑
、
為
校
尉
、
候
、
司
馬
。
　
　
　
（
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
）

と
あ
り
、
こ
の
精
兵
を
募
兵
等
で
な
く
郡
内
の
常
備
軍
兵
士
と
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
郡
全
体
で
約
八
千
名
程
度
、
当
時
、
会
稽
郡
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

県
（
属
県
）
は
郡
治
の
呉
県
を
含
め
れ
ば
2
6
程
度
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
単
純
平
均
す
る
と
、
一
県
当
た
り
兵
数
は
約
三
百
名
と
な

る
（
最
も
こ
の
時
点
で
全
て
の
属
県
が
項
梁
に
服
し
た
か
ど
う
か
は
確
か
で
な
い
の
で
、
県
の
兵
数
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
。

も
と
よ
り
概
算
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
一
県
の
常
備
兵
数
は
数
百
名
、
一
郡
全
体
で
一
万
名
内
外
と
い
う
の
が
、
平
均
的

な
数
で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
最
も
実
際
に
は
各
郡
県
の
政
治
的
、
軍
事
的
重
要
性
、
京
師
と
の
遠
近
、
人
口
の
多
少
等
の
条
件
の

違
い
に
よ
っ
て
各
地
毎
の
定
員
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
漢
旧
儀
に
「
大
県
両
尉
、
小
県
一
尉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
県

の
大
小
に
よ
り
尉
の
数
が
違
う
の
で
あ
る
か
ら
、
兵
員
定
数
も
当
然
、
両
者
の
間
で
異
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
点
兵
率
に
関
す
る
一
般
的
規
定
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
実
際
の
徴
兵
に
当
た
っ
て
は
、
傅
さ
れ
た
男
子
の
内
、
定
員
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

の
人
数
が
選
抜
さ
れ
て
兵
士
と
な
り
、
欠
け
れ
ば
又
新
た
に
補
充
す
る
措
置
が
と
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
お
も
う
。

　
こ
う
し
た
徴
兵
業
務
な
ど
が
、
県
を
単
位
に
置
か
れ
た
基
礎
的
な
軍
府
（
軍
団
）
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
又
そ
こ
に
お
い
て
常
備
軍
が
編
制

さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
次
に
こ
の
県
の
常
備
軍
編
制
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ω
　
県
卒
の
兵
種
に
つ
い
て

　
県
の
常
備
軍
に
関
し
て
は
従
来
、
史
料
の
乏
し
さ
か
ら
そ
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
秦
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
こ
の
方
面

で
も
あ
る
程
度
の
解
明
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
、
常
備
軍
の
内
部
編
制
、
県
の
担
当
業
務
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
秦
簡
を
見
る
と
、
常
備
軍
兵
士
（
県
卒
）
が
さ
ま
ざ
ま
な
兵
種
に
区
分
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
秦
律
雑
抄
、
除
吏
律
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
除
士
吏
、
発
弩
薔
夫
不
如
律
、
及
発
弩
射
不
中
、
尉
貴
二
甲
。
・
発
弩
薔
夫
射
不
中
、
黄
二
甲
、
免
、
薔
夫
任
之
。

と
あ
り
、
発
弩
と
は
注
釈
に
指
摘
す
る
よ
う
に
弩
…
機
を
使
用
す
る
兵
士
の
意
で
、
兵
種
を
示
し
、
発
弩
薔
夫
と
は
こ
の
発
弩
（
士
）
の
訓
練
、
統

率
に
当
た
る
軍
吏
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
県
尉
の
下
に
発
弩
薔
夫
ー
－
発
弩
と
い
う
兵
種
編
制
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に



な
る
。

　
他
の
兵
種
に
つ
い
て
も
、
同
じ
除
吏
律
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
駕
膓
除
四
歳
、
不
能
駕
御
、
貴
教
者
一
盾
；
免
，
賞
償
四
歳
蘇
揺
戌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
あ
り
、
駕
騙
と
は
注
釈
に
「
即
廠
御
、
為
官
長
駕
車
的
人
」
と
す
る
。
駕
駒
が
吏
で
あ
る
こ
と
は
「
除
」
字
か
ら
窺
わ
れ
、
戦
車
に
乗
る
車

士
の
訓
練
、
統
率
に
当
た
る
軍
吏
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
駕
脇
ー
車
士
と
い
う
編
制
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
秦
律
雑
抄
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
蕎
馬
五
尺
八
寸
以
上
、
不
勝
任
、
奔
摯
繋
不
如
令
、
県
司
馬
此
貝
二
甲
、
令
、
丞
各
一
甲
。
先
賦
蕎
馬
、
馬
備
、
乃
剤
従
軍
者
、
到
軍
課
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
馬
殿
、
令
、
丞
二
甲
；
司
馬
黄
二
甲
、
法
廃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
あ
り
、
幕
馬
と
は
注
釈
な
ど
の
指
摘
す
る
よ
う
に
騎
兵
用
の
騎
馬
と
考
え
ら
れ
、
本
条
で
は
騎
馬
の
訓
練
、
騎
士
へ
の
分
給
、
軍
に
到
っ
て

の
考
課
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
う
し
た
騎
馬
に
関
す
る
規
定
の
背
後
に
、
県
に
お
け
る
騎
士
編
制
の
存
在
を
窺
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
へ
5
0
）

き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
県
の
兵
種
に
ふ
れ
た
も
の
に
、
秦
律
雑
抄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
・
軽
車
、
趣
張
、
引
強
、
中
卒
所
載
傅
博
到
軍
、
県
勿
奪
。
奪
中
卒
傳
、
令
、
尉
貴
各
二
甲
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

が
あ
り
、
こ
れ
は
戦
時
編
制
の
下
で
、
県
か
ら
出
動
す
る
各
兵
種
の
兵
士
の
輻
重
（
軍
需
物
資
）
を
、
傳
車
（
輻
重
車
）
に
乗
せ
て
目
的
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

軍
に
輸
送
す
る
に
あ
た
り
、
県
が
こ
れ
ら
の
輸
重
を
横
領
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
規
定
と
お
も
わ
れ
る
。

　
軽
車
以
下
は
注
釈
の
指
摘
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
兵
種
名
で
、
軽
車
と
は
攻
撃
用
戦
車
の
車
士
、
訴
張
は
顕
張
と
同
義
で
材
官
願
張
の
意
、

引
強
は
材
官
引
強
の
意
、
す
な
わ
ち
題
張
（
顕
張
）
、
引
強
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
材
官
内
の
小
区
分
で
あ
る
。
中
卒
は
注
釈
で
は
中
軍
の

卒
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
と
お
も
う
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
兵
士
と
な
っ
た
者
は
県
の
常
備
軍
を
構
成
し
、
内
部
で
材
官
騎
士
等
、
種
々
の
兵
種
に
区
分
さ
れ
、
訓
練
を
う
け
る
。
従
来
、
材
官
等
は
郡

　
　
　
　
　
　
お
　

（
国
）
の
常
備
兵
と
考
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
漢
の
材
官
等
に
つ
い
て
述
べ
た
記
録
が
、
既
に
い
く
つ
か
あ
げ
た
よ
う
に
、

「
郡
国
」
を
主
体
に
記
さ
れ
て
い
る
（
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
が
、
そ
の
点
は
後
述
）
場
合
が
多
い
こ
と

が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
材
官
等
は
郡
の
常
備
兵
の
意
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
本
来

的
に
は
県
の
常
備
軍
に
所
属
す
る
兵
士
な
の
で
あ
る
。

　
県
の
軍
府
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
兵
士
の
徴
発
、
兵
種
編
制
、
訓
練
、
さ
ら
に
戦
時
に
お
け
る
軍
へ
の
兵
士

の
差
遣
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
お
も
う
。
そ
の
他
、
平
時
に
お
い
て
、
秦
律
雑
抄
の
戌
律
に
、

　
・
戌
律
日
：
同
居
冊
鼓
行
、
県
薔
夫
、
尉
及
士
吏
行
戌
不
以
律
、
此
貝
二
甲
。

と
あ
り
、
戌
（
戌
辺
）
へ
の
差
遣
も
県
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
県
の
軍
府
の
業
務
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
ほ
ぼ
以
上

の
点
で
あ
る
。

　
次
に
こ
の
県
の
軍
府
に
対
す
る
指
揮
系
統
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
こ
う
。
先
に
平
時
編
制
に
お
け
る
地
方
軍
の
指
揮
系
統
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
郡
太
守
　
　
県
令
長

　
　
／
　
　
　
　
／
　
（

　
　
　
都
尉
－
ー
｜
－
県
尉

と
し
て
、
　
一
県
の
軍
事
長
官
と
し
て
兵
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
県
令
（
長
）
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
秦
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
発
兵
に
際
し
て
中
央
と
県
の
分
有
す
る
銅
虎
符
を
符
合
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
（
な
お
付
言
す
れ
ば
、
こ

れ
は
戦
時
編
制
に
入
り
征
討
（
野
戦
）
軍
が
組
織
さ
れ
る
時
、
そ
の
軍
へ
の
発
兵
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
）
が
、
県
に
お
い
て
虎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

符
を
所
持
し
た
軍
事
長
官
は
、
鎌
田
重
雄
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
県
令
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
後
に
漢
に
お
い
て
虎
符

が
郡
尉
（
都
尉
）
で
な
く
郡
守
（
太
守
）
に
分
か
た
れ
た
の
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
推
定
は
さ
き
ほ
ど
あ
げ
た
秦
簡
の
軍



事
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
尉
、
丞
等
と
共
に
県
令
（
県
巫
回
夫
）
が
連
坐
す
る
場
合
の
多
い
こ
と
、
又
、
漢
に
お
い
て
は
都
試
に
際
し
て
「
太

守
都
尉
令
長
相
丞
尉
」
　
（
漢
旧
儀
）
が
参
会
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
令
（
長
）
が
一
県
の
兵
権
を
代
表
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
一
層
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
、
県
令
（
長
）
と
県
尉
の
関
係
は
、
郡
太
守
と
都
尉
の
関
係
に
類
し
た
も
の
で
あ
り
、
県
の
軍
府
を
直
接
的
に
統
領
す
る
の
は
県
尉
と
そ

の
属
吏
の
系
統
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
権
限
は
軍
事
長
官
と
し
て
の
県
令
（
長
）
に
よ
っ
て
製
肘
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
点
に
つ

い
て
述
べ
た
。

　
次
に
兵
士
の
在
役
期
間
中
の
諸
任
務
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

⑤
　
兵
士
の
諸
任
務

　
兵
士
と
な
っ
て
以
後
、
老
（
免
老
）
と
な
る
ま
で
が
、
在
役
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
お
け
る
兵
士
の
諸
任
務
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
ず
漢
代
の
制
度
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
既
に
み
た
よ
う
に
董
仲
野
の
上
言
で
は
兵
役
に
つ
い
て

　
已
復
為
正
一
歳
、
屯
戌
一
歳

と
述
べ
、
漢
旧
儀
で
は

　
民
年
二
十
三
、
為
正
一
歳
、
以
為
衛
士
一
歳

と
あ
り
、
在
役
中
の
特
別
任
務
と
し
て
ω
正
卒
一
年
、
②
屯
戌
一
年
、
③
衛
士
一
年
の
義
務
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
ず
問
題
に
な
る

の
は
、
双
方
共
、
特
別
任
務
期
間
を
二
年
の
枠
と
し
な
が
ら
、
屯
戌
を
戌
辺
（
辺
境
防
備
）
義
務
に
限
定
し
て
考
え
る
と
、
計
三
年
の
義
務
と

な
り
、
二
年
の
枠
と
矛
盾
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
董
仲
箭
上
言
の
「
屯
戌
」
の
意
味
内
容
、
及
び
当
時
の
戌
辺
義
務
負
担
者
の
問
題
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

め
ぐ
っ
て
は
説
が
分
か
れ
る
。
私
は
戌
辺
義
務
の
問
題
に
つ
い
て
は
秦
簡
の
解
釈
を
含
め
て
別
箇
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
お
も
う
の
で
こ

こ
で
は
立
ち
入
ら
ず
、
従
来
の
説
中
、
最
も
合
理
的
と
お
も
わ
れ
る
労
幹
説
に
一
応
従
っ
て
、
ω
正
卒
一
年
、
②
衛
士
或
い
は
戌
辺
一
年
の
義

務
と
解
し
て
お
こ
う
。

　
で
は
こ
の
正
卒
義
務
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
卒
一
歳
説
の
大
庭
、
米
田
氏
は
、
こ
れ
を
一
年
間
、
自
己
の
属
す
る
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

国
に
上
番
し
て
、
郡
の
常
備
兵
（
地
方
警
備
兵
）
と
な
る
義
務
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。
私
も
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
と
お
も
う
の
で

あ
る
が
、
こ
の
点
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
当
時
の
地
方
軍
の
全
体
的
な
組
織
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
兵
制
の
基
礎
組
織
と
し
て
県
単
位
に
軍
府
（
軍
団
）
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ば
下
級
軍
府
を
構
成
す
る
も

の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
一
郡
全
体
に
わ
た
っ
て
統
轄
す
る
の
が
、
郡
太
守
、
直
接
的
に
は
郡
都
尉
で
あ
る
。
こ
の
都
尉
の
配
下
に
上
級
軍
府
と

し
て
の
郡
の
軍
府
が
置
か
れ
、
そ
の
下
に
郡
の
常
備
軍
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
都
尉
直
接
指
揮
下
の
郡
の
常
備
兵
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

構
成
す
る
の
は
、
浜
口
説
な
ど
で
は
、
兵
士
の
一
年
間
の
義
務
と
し
て
の
材
官
騎
士
等
と
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
こ
の
点
、
及
び
従
来
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
か
っ
た
郡
の
常
備
兵
の
任
務
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
漢
書
巻
二
三
刑
法
志
に

　
天
下
既
定
、
踵
秦
而
置
材
官
於
郡
国
、
京
師
有
南
北
軍
之
屯

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
漢
が
秦
制
を
継
承
し
て
地
方
軍
、
中
央
軍
を
置
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
郡
国
に
置
か
れ
た
材
官
等
と

は
、
京
師
の
南
北
軍
と
対
応
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
類
似
の
組
織
、
す
な
わ
ち
（
郡
国
内
の
材
官
等
全
般
を
指
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
な
く
）
郡
国
の
常
備
兵
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
南
北
軍
に
つ
い
て
は
浜
口
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
衛
士
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
南
軍
が
、
衛
尉
の
統
率
下
に
宮
城
の
城
門
及
び
宮
城
内
の
警
備
に
当
た
る
に
対
し
、
北
軍
は
内
史
（
三
輔
）
地
区
よ
り
番
上
す

る
兵
士
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
中
尉
の
統
率
下
に
長
安
城
内
の
警
備
に
当
た
る
こ
と
を
主
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
尉
は
氏
の
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
内
史
地
区
の
兵
事
の
長
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
郡
都
尉
に
ほ
ぼ
比
定
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
当
時
の
中
央
軍



は
、
衛
士
か
ら
な
る
本
来
の
意
味
で
の
中
央
軍
（
南
軍
）
と
、
内
史
地
区
の
地
方
軍
と
い
う
性
質
の
北
軍
と
の
二
重
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　

れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
尉
の
統
率
す
る
北
軍
が
郡
（
国
）
の
常
備
軍
と
類
似
の
も
の
と
し
て
、
組
織
、
任
務
等
の
点
で
比
較
対
照
し
得

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
私
は
正
卒
と
は
、
県
の
軍
府
に
所
属
す
る
（
県
の
）
材
官
騎
士
等
が
各
々
一
年
間
、
郡
（
国
）
に
交
替
上
番
し
て
、
都
尉

の
直
接
指
揮
下
に
郡
の
材
官
騎
士
等
と
し
て
郡
の
常
備
軍
を
構
成
す
る
、
こ
れ
が
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
そ
し
て
そ

の
任
務
も
北
軍
兵
士
と
ほ
ぼ
同
様
に
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
郡
府
の
置
か
れ
た
県
城
（
郡
治
）
の
警
備
に
当
た
る
こ
と
を
主
任
務
と
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
誤
り
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
当
時
、
県
の
兵
士
が
郡
に
上
番
す
る
こ
と
が
正
卒
と
よ
ば
れ
、
そ
れ
が
彼
等
の
最
も
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
義
務
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
識
の
中
に
、
後
世
（
例
え
ば
唐
代
な
ど
）
に
比
べ
て
地
方
分
権
的
で
あ

っ
た
当
時
の
兵
制
の
特
色
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
こ
の
ω
正
卒
一
年
の
義
務
は
、
②
衛
士
或
は
戌
辺
（
蘇
戌
）
　
一
年
の
義
務
と
共
に
、
在
役
中
の
特
別
任
務
で
あ
る
が
、
平
時
に
お
け
る
兵
士

の
任
務
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
こ
の
点
を
次
に
検
討
し
よ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
、
毎
年
一
回
、
都
試
と
よ
ば
れ
る
軍
事
演
習
を
兼
ね
た
査
閲
を
受
け
る
義
務
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
漢
旧

儀
に
は
既
に
引
い
た
よ
う
に
、

　
為
材
官
騎
士
習
射
御
騎
馳
戦
陣
…
…
水
処
為
楼
船
亦
習
戦
射
行
船

と
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
射
御
、
騎
馳
等
を
習
う
軍
事
訓
練
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
平
時
の
兵
士
の
任
務
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

お
も
う
。
す
な
わ
ち
、
材
官
騎
士
等
が
本
来
的
に
は
県
の
軍
府
に
お
い
て
編
制
さ
れ
、
又
そ
こ
に
お
い
て
基
礎
的
訓
練
を
受
け
る
こ
と
は
既
に

述
べ
た
が
、
漢
旧
儀
の
記
述
は
こ
の
県
の
材
官
騎
士
等
の
平
時
の
任
務
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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五
八

　
こ
こ
で
県
の
軍
府
と
兵
士
と
の
平
時
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　
漢
書
巻
七
昭
帝
紀
、
元
鳳
四
年
春
正
月
条
の
如
淳
注
に
律
説
を
引
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
律
説
、
卒
践
更
者
、
居
也
、
居
更
県
中
五
月
乃
更
也
。
後
従
尉
律
、
卒
践
更
一
月
、
休
十
一
月
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

と
あ
り
、
こ
れ
は
浜
口
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
更
卒
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尉
律
に
卒
の
就
番
方
式
に
つ

い
て
「
毎
歳
一
月
」
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
更
卒
の
就
番
も
そ
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
尉
律
に
規
定
さ
れ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
「
卒
」
と
は
、
当
然
更
卒
以
外
の
も
の
で
、
そ
う
と
す
れ
ば
「
兵
士
」
の
意
以
外
に
考
え
よ
う
が
な
い
。
こ
の
尉
律
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
来
「
廷
尉
律
」
の
意
に
解
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
関
係
で
そ
こ
に
卒
（
兵
士
）
の
就
番
規
定
が
あ
る
の
か

不
明
な
点
が
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
尉
律
に
は
兵
士
が
一
年
の
内
、
一
ヶ
月
就
番
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
就
番
方
式
は
、
正
卒
、
衛
士
、
戌
辺
等
の
場
合
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で
、
平
時
に
お
け
る
兵
士
の
任
務
に
関
す
る
規
定
で
は
な

い
か
と
お
も
う
。
そ
し
て
私
は
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

す
な
わ
ち
、
基
礎
的
な
軍
府
は
県
単
位
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
所
属
す
る
兵
士
は
常
に
軍
府
に
居
る
わ
け
で
は
な
い
。
県
の
材
官
騎
士

等
の
兵
士
達
は
、
一
年
に
一
ヶ
月
、
直
接
的
に
は
県
尉
に
よ
っ
て
統
領
さ
れ
る
県
の
軍
府
に
交
替
で
上
番
し
、
そ
こ
に
お
い
て
兵
種
に
応
じ
た

軍
事
訓
練
を
受
け
る
と
と
も
に
、
県
内
の
治
安
維
持
等
、
各
種
の
任
務
に
従
い
、
残
り
の
月
は
農
業
に
従
う
、
こ
れ
が
平
時
に
お
け
る
兵
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
本
的
任
務
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
そ
れ
故
、
兵
士
は
少
な
く
と
も
更
卒
（
力
役
）
義
務
は
免
除
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
）
。

　
平
時
に
お
け
る
兵
士
の
任
務
に
は
、
こ
の
他
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
毎
年
一
回
の
「
都
試
」
　
「
都
試
之
役
」
と
よ
ば
れ
る
軍
事

査
閲
を
受
け
る
義
務
が
あ
っ
た
。
都
試
に
つ
い
て
は
記
録
が
比
較
的
豊
富
で
、
漢
旧
儀
に

　
八
月
、
太
守
都
尉
令
長
相
丞
尉
会
都
試
、
課
殿
最
。

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、



光
武
既
深
知
通
意
、
乃
遂
相
約
結
、
定
謀
議
、
期
以
材
官
都
試
騎
士
日
、
欲
劫
前
隊
大
夫
及
属
正
、

因
以
号
令
大
衆
。

　
　
　
　
（
後
漢
書
列
伝
五
李
通
伝
）

こ
の
章
懐
太
子
注
に

　
漢
法
以
立
秋
日
都
試
騎
士
、
謂
課
殿
最
也
。

と
あ
り
、
又

　
（
歌
弁
）
常
見
郡
尉
試
騎
士
、
建
旗
鼓
、
難
馳
射
、
由
是
好
将
帥
之
事
。
　
　
　
（
後
漢
書
列
伝
九
敢
穿
伝
）

の
注
に

　
漢
官
儀
日
、
歳
終
郡
試
之
時
、
講
武
勒
兵
、
因
以
校
猟
、
簡
其
材
力
也
。

と
あ
る
よ
う
に
、
歳
終
に
太
守
、
都
尉
以
下
が
会
し
て
行
な
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
県
令
（
長
）
、
県
尉
が
立
ち
会
っ
て
い
る
が
、
漢
書
巻
八
四

羽
佳
義
伝
に
、

　
（
東
郡
太
守
羽
佳
義
）
遂
与
東
郡
都
尉
劉
宇
、
厳
郷
侯
劉
信
、
信
弟
武
平
侯
劉
瑛
結
謀
。
…
…
於
是
以
九
月
都
試
日
、
斬
観
令
、
因
勒
其
車
騎

　
材
官
士
、
募
郡
中
勇
敢
、
部
署
将
帥
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
程
義
は
属
県
で
あ
る
観
県
の
令
を
斬
り
、
反
王
葬
の
軍
を
挙
げ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
は
、
兵
士
達
が

各
々
、
県
の
軍
府
を
単
位
と
し
て
都
試
に
参
集
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
軍
府
の
最
高
責
任
者
が
県
令
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う

ハ
　
　

か
。
都
試
は
こ
の
よ
う
に
一
郡
全
体
の
兵
士
を
集
結
し
て
行
な
わ
れ
る
大
査
閲
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
様
子
が
漢
書
巻
七
六
韓
延
寿
伝
に

述
べ
ら
れ
て
お
り
、

　
延
寿
在
東
郡
時
、
試
騎
士
、
治
飾
兵
車
、
画
龍
虎
朱
爵
。
…
…
功
曹
引
車
、
皆
駕
四
馬
、
載
巣
戟
。
五
騎
為
伍
、
分
左
右
部
、
軍
仮
司
馬
、

　
　
　
　
　
　

　
千
人
持
瞳
勇
載
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

と
あ
る
。
こ
れ
は
韓
延
寿
が
東
郡
太
守
で
あ
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
太
守
の
下
に
部
曲
編
制
が
と
ら
れ
、
軍
仮
司
馬
、
千
人
な
ど
の
軍
官

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
都
試
が
戦
時
編
制
を
と
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
太
守
が
郡
将
と
よ
ば
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

一
郡
の
将
軍
的
性
格
を
も
つ
こ
と
、
及
び
都
尉
は
そ
の
下
で
副
将
と
し
て
、
校
尉
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
性
格
は
戦
時
編
制
下
の
都
試
に
お
い
て
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
平
時
に
お
け
る
兵
士
の
諸
任
務
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
結
論
は
、

ω
一
年
に
一
ヶ
月
、
県
の
軍
府
に
上
番
し
、
各
種
の
軍
事
訓
練
を
受
け
る
と
共
に
、
県
内
の
治
安
維
持
等
、
諸
任
務
に
従
う
こ
と
。

②
一
年
に
一
回
、
歳
終
に
行
な
わ
れ
る
都
試
を
受
け
る
こ
と
。

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

兵
権
を
め
ぐ
る
郡
と
県

　
秦
漢
に
お
い
て
県
単
位
に
軍
府
（
軍
団
）
が
置
か
れ
、
地
方
兵
制
の
基
礎
を
成
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
従
来

の
研
究
に
お
い
て
は
、
地
方
軍
に
対
す
る
太
守
、
都
尉
の
兵
権
が
強
調
さ
れ
、
地
方
の
軍
府
（
軍
団
）
は
郡
（
国
）
単
位
に
置
か
れ
た
と
解
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
県
の
軍
府
が
見
失
な
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
は
、
秦
な
ど
に
比
べ
、
漢
に
お
い
て
は
そ
れ
が
郡
の
軍
府
の
後
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

退
き
、
影
が
薄
く
な
っ
て
い
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
と
お
も
う
。

　
し
か
し
漢
に
お
い
て
も
秦
制
を
継
承
し
て
、
県
の
軍
府
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
都
試
の
例
で
も
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
こ
の
点
を

補
足
し
て
お
こ
う
。
漢
書
巻
七
六
趙
広
漢
伝
に
、
当
時
京
兆
サ
で
あ
っ
た
広
漢
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
広
漢
使
長
安
丞
按
賢
、
尉
史
萬
故
劾
賢
為
騎
士
屯
覇
上
、
不
詣
屯
所
、
乏
軍
興
。



と
あ
る
。
こ
こ
で
尉
史
の
萬
は
広
漢
の
意
を
承
け
て
蘇
賢
な
る
人
物
を
、
騎
士
と
し
て
覇
上
に
屯
す
べ
き
で
あ
る
の
に
屯
所
に
詣
ら
な
か
っ
た

と
し
て
、
乏
軍
興
の
罪
に
陥
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
尉
史
と
は
長
安
県
尉
の
尉
史
と
考
え
て
よ
い
と
お
も
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
県

の
騎
士
等
の
統
領
、
屯
所
へ
の
差
遣
な
ど
は
直
接
的
に
は
県
尉
の
下
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
居
延
漢
簡
に
み
え
る

　
　
　
　
　
　
が
　

騎
士
関
係
の
簡
に

　
昭
武
騎
士
楽
成
里
羊
田
　
　
　
（
五
六
〇
・
六
、
甲
二
三
二
六
）

　
礫
得
騎
士
安
定
里
楊
山
　
　
　
（
五
六
〇
．
一
二
、
甲
二
三
四
〇
）

な
ど
あ
り
、
騎
士
の
上
に
張
液
郡
内
の
各
県
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
騎
士
が
本
来
的
に
は
県
の
軍
府
に
所
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

　
一
方
、
秦
に
お
い
て
郡
守
は
兵
権
に
ど
の
よ
う
に
関
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
時
、
郡
守
が
一
郡
の
最
高
の
兵
権
を
に
ぎ
り
、
兵
士
の
徴
発
や
指
揮
作
戦
に
当
た
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
。
数
例
あ
げ
る
と
、

戦
国
期
に
お
い
て

　
（
始
皇
十
二
年
）
発
四
郡
兵
、
助
魏
撃
楚
。
　
　
（
史
記
巻
一
五
六
国
年
表
）

　
（
始
皇
十
八
年
）
大
興
兵
攻
趙
。
王
薯
将
上
地
下
井
脛
、
端
和
将
河
内
。
　
　
　
（
史
記
巻
六
秦
始
皇
本
紀
）

な
ど
あ
る
の
は
、
兵
士
が
郡
単
位
で
編
成
さ
れ
、
征
討
（
野
戦
）
軍
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
又
秦
末
に
お
い
て

　
（
楚
懐
王
）
以
浦
公
為
陽
郡
長
、
封
為
武
安
侯
、
将
楊
郡
兵
　
　
　
（
史
記
巻
八
高
祖
本
紀
）

と
あ
り
、
又

　
与
南
陽
守
齢
、
戦
撃
東
破
之
。
略
南
陽
郡
。
　
　
　
（
同
右
）

　
撃
酒
水
監
豊
下
破
之
。
…
…
破
週
水
守
醇
西
。
…
…
従
攻
囲
東
郡
守
尉
於
成
武
…
・
河
間
守
軍
於
杜
里
。
破
之
。
　
（
史
記
巻
九
五
笑
槍
伝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



／

六
二

な
ど
あ
る
の
は
、
郡
守
が
郡
内
の
兵
を
率
い
て
戦
闘
に
従
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
郡
守
が
最
高
の
兵
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
秦

に
お
い
て
は
戦
時
編
制
下
で
の
発
兵
に
際
し
用
い
ら
れ
る
銅
虎
符
が
、
中
央
と
県
と
で
分
有
さ
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
（
最
も
中
央
か
ら
の

使
者
が
全
て
の
県
に
派
遣
さ
れ
る
と
考
え
る
の
は
現
実
性
に
乏
し
い
の
で
あ
り
、
中
央
か
ら
郡
に
も
た
ら
さ
れ
、
郡
守
、
郡
尉
を
通
じ
て
各
県

の
虎
符
と
の
照
合
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
）
こ
の
点
か
ら
み
る
限
り
、
当
時
の
郡
守
の
兵
権
は
制
約
さ
れ
た
内
容

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
反
面
で
県
の
軍
府
の
、
郡
に
対
す
る
相
対
的
な
独
立
性
の
高
さ
を
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

で
あ
ろ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
漢
で
は
文
帝
期
に
至
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
二
年
）
九
月
、
初
与
郡
守
為
銅
虎
符
竹
使
符
。
　
　
　
（
漢
書
巻
四
文
帝
紀
）

と
あ
り
、
師
古
注
に

　
応
肋
日
、
銅
虎
符
第
一
至
第
五
、
国
家
当
発
兵
遣
使
者
、
至
郡
合
符
、
符
合
乃
聴
受
之
。

と
あ
る
よ
う
に
、
新
た
に
郡
守
に
銅
虎
符
を
分
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
郡
守
の
権
限
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
平
時
、
戦

時
を
問
わ
ず
、
地
方
軍
に
対
す
る
郡
守
の
兵
権
が
確
立
し
、
こ
れ
に
対
し
、
県
の
軍
府
は
そ
の
独
立
的
性
格
を
奪
わ
れ
て
、
郡
の
下
で
の
実
務

執
行
機
関
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
漢
の
地
方
軍
編
制
に
お
い
て
、
そ
の
母
体
と
し
て
の
県
の
軍
府
の
意
義
が
従
来
見
失
な
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
兵

権
を
め
ぐ
る
郡
の
権
限
強
化
と
、
県
と
の
統
属
関
係
の
進
展
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。



お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
基
本
史
料
の
検
討
か
ら
始
め
て
、
秦
漢
の
兵
制
を
、
特
に
そ
の
基
礎
的
な
組
織
、
制
度
に
重
点
を
置
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
結
論
を
、
漢
制
を
中
心
に
要
約
す
る
と
、

ω
一
般
民
は
一
定
年
齢
に
達
す
る
と
全
て
博
（
兵
籍
に
登
載
）
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
全
成
年
男
子
に
潜
在
的
兵
役
義
務
が
あ
っ
た
と
い
え

　
る
。
し
か
し
現
実
的
に
は
各
郡
県
に
お
け
る
兵
士
の
定
員
数
分
だ
け
が
選
抜
さ
れ
て
兵
士
と
な
り
、
彼
ら
は
一
般
民
と
相
対
的
に
区
別
さ
れ

　
る
「
兵
士
身
分
」
と
な
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
負
担
体
系
の
下
に
お
か
れ
た
。
兵
士
は
地
方
軍
組
織
の
基
礎
を
な
す
県
の
軍
府
（
軍
団
）

　
に
お
い
て
、
各
々
、
材
官
、
騎
士
等
の
兵
種
に
区
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
士
と
卒
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
た
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。

②
老
（
免
老
）
に
至
る
ま
で
の
在
役
期
間
中
、
兵
士
は
毎
年
一
ヶ
月
、
所
属
の
県
の
軍
府
に
交
替
上
番
し
、
軍
事
訓
練
を
受
け
る
と
共
に
、
県

　
内
の
治
安
維
持
等
の
諸
任
務
に
あ
た
る
。
又
、
歳
終
に
は
上
官
立
会
の
下
で
の
都
試
（
軍
事
査
閲
）
を
受
け
る
。
こ
れ
が
平
時
に
お
け
る
基

　
本
的
な
負
担
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
特
別
任
務
と
し
て
、
　
一
年
間
、
郡
に
上
番
し
て
郡
の
常
備
兵
と
な
り
、
郡
治
の
警
衛
等
に
あ
た
る
正

　
（
正
卒
）
の
義
務
、
同
じ
く
一
年
間
の
衛
士
或
は
戌
辺
（
蘇
戌
）
義
務
が
あ
っ
た
。

③
以
上
述
べ
た
の
は
、
平
時
編
制
下
で
の
兵
制
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
戦
時
編
制
下
に
入
り
、
征
討
（
野
戦
）
軍
が
編
成
さ
れ
る
場
合
、
そ

　
れ
は
し
ば
し
ば
正
規
の
常
備
軍
兵
士
の
他
に
、
臨
時
に
徴
募
さ
れ
た
諸
種
の
兵
士
を
加
え
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
指
揮
系

　
統
、
目
的
、
及
び
動
員
方
法
、
構
成
原
理
等
の
点
に
お
い
て
、
明
確
に
区
別
さ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
っ
た
。

お
お
む
ね
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
箇
所
が
多
く
、
誤
り
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
御
批
判
、

御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
論
じ
残
し
た
問
題
も
多
く
、
特
に
後
漢
の
兵
制
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
全
体
的
な
議
論
は
完
結
し

な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
今
は
ひ
と
ま
ず
筆
を
欄
き
た
い
。

六
三



六
四

　
　
　
　
　
　
注

（
1
）
浜
口
氏
以
来
の
兵
制
に
関
す
る
研
究
の
主
要
な
も
の
を
、
ま
ず
こ
こ
に
あ
げ
て
お
こ
う
。
な
お
、
以
下
の
注
に
引
用
す
る
諸
氏
の
論
文
は
、
特
に
こ
と
わ

　
ら
な
い
限
り
、
全
て
こ
の
注
（
ー
）
と
次
の
（
2
）
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
個
人
の
論
文
数
が
二
点
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
こ
こ
に
付
し
た
番
号
に
ょ

　
っ
て
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
浜
口
重
国

　
　
①
「
践
更
と
過
更
ー
如
淳
説
の
批
判
」
②
「
『
同
』
補
遺
」
③
「
秦
漢
時
代
の
徒
役
労
働
に
関
す
る
一
問
題
」
④
「
漢
の
徴
兵
適
齢
に
就
い
て
」
⑤
「
前

　
　
漢
の
南
北
軍
に
就
い
て
」
⑥
「
両
漢
の
中
央
諸
軍
に
就
い
て
」
⑦
「
光
武
帝
の
軍
備
縮
小
と
其
の
影
響
」

　
　
以
上
い
ず
れ
も
同
氏
『
秦
漢
晴
唐
史
の
研
究
』
上
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
所
収
。

　
労
軟
「
漢
代
兵
制
及
漢
簡
中
的
兵
制
」
　
（
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
一
〇
、
一
九
四
八
年
）

　
西
田
太
一
郎

　
　
①
「
漢
の
正
卒
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
一
、
一
九
五
〇
年
）
②
「
漢
の
正
卒
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
『
東
方
学
』
一
〇
、
一
九
五
五
年
）

　
大
庭
脩

　
　
　
「
材
官
孜
ー
漢
代
の
兵
制
の
一
班
に
つ
い
て
ー
」
　
（
『
龍
谷
史
壇
』
三
六
、
一
九
五
二
年
）

　
西
村
元
佑

　
　
①
「
漢
代
の
揺
役
制
度
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
二
一
ー
五
、
一
九
五
三
年
）
②
「
漢
代
の
騎
士
ー
士
・
卒
の
問
題
に
関
連
し
て
I
」
（
『
龍
谷
史
壇
』
四

　
　
四
、
一
九
五
八
年
）

　
藤
枝
晃

　
　
　
「
長
城
の
ま
も
り
ー
河
西
地
方
出
土
の
漢
代
木
簡
の
内
容
の
概
観
ー
」
　
（
『
自
然
と
文
化
』
別
篇
二
、
一
九
五
五
年
）

　
平
中
苓
次

　
　
　
「
漢
代
の
官
吏
の
家
族
の
税
役
免
除
と
『
軍
賦
』
の
負
担
」
一
九
五
五
年
、
後
、
同
氏
『
中
国
古
代
の
田
制
と
税
法
』
（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
七
年
）

　
　
に
「
漢
代
の
官
吏
の
家
族
の
復
除
と
『
軍
賦
』
の
負
担
」
と
し
て
再
録

　
米
田
賢
次
郎

　
　
①
「
漢
代
揺
役
日
数
に
関
す
る
一
試
論
1
特
に
『
三
十
倍
於
古
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都
、
二
七
、
一
九
五
七
年
）
②
「
秦
漢
帝
国
の
軍



　
　
事
組
織
L
　
（
『
古
代
史
講
座
』
五
、
学
生
社
、
　
一
九
六
二
年
）

　
伊
藤
徳
男

　
　
　
「
漢
代
の
繕
役
制
度
に
つ
い
て
1
董
仲
野
の
上
言
と
『
漢
旧
儀
』
と
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
『
古
代
学
』
八
ー
ご
、
一
九
五
九
年
）

　
越
智
重
明

　
　
　
「
前
漢
時
代
の
樒
役
に
つ
い
て
」
　
（
『
法
制
史
研
究
』
二
五
、
一
九
七
六
年
）

　
藤
田
勝
久

　
　
　
「
前
漢
の
稽
役
労
働
と
そ
の
運
営
形
態
」
　
（
『
中
国
史
研
究
』
八
、
一
九
八
四
年
）

（
2
）
中
国
に
お
け
る
近
年
の
研
究
で
、
関
連
す
る
も
の
を
あ
げ
る
と

　
高
敏

　
　
①
「
関
干
秦
時
服
役
者
年
齢
問
題
的
探
討
」
②
「
農
民
階
級
是
戌
辺
樒
役
的
主
要
承
担
者
」
以
上
い
ず
れ
も
同
氏
『
雲
夢
秦
簡
初
探
』
（
河
南
人
民
出
版

　
　
社
、
　
一
九
七
九
年
）

　
高
恒

　
　
　
「
秦
律
中
的
蕎
・
戊
問
題
ー
読
雲
夢
秦
簡
札
記
l
」
　
（
『
考
古
』
一
九
八
〇
1
六
）

　
干
豪
亮
・
李
均
明

　
　
　
「
秦
簡
所
反
映
的
軍
事
制
度
」
　
（
『
雲
夢
秦
簡
研
究
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）

　
熊
鉄
基

　
　
　
「
試
論
秦
代
軍
事
制
度
」
　
（
『
秦
漢
史
論
叢
』
一
、
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

　
黄
今
言

　
　
　
「
西
漢
樒
役
制
度
簡
論
」
　
（
『
江
西
師
院
学
報
』
一
九
八
二
ー
三
）

　
銭
剣
夫

　
　
　
「
試
論
秦
漢
的
〃
正
卒
〃
繕
役
」
　
（
『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
ニ
ー
三
）

　
丁
豪
亮

　
　
「
西
漢
適
齢
男
子
戌
辺
三
日
説
質
疑
」
　
（
『
考
古
』
一
九
八
ニ
ー
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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（
3
）
こ
の
「
而
」
字
或
い
は
「
而
以
」
の
二
字
は
、
後
述
の
漢
儀
注
、
漢
官
儀
の
文
に
よ
っ
て
、
一
般
に
術
字
と
解
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
一
応
「
而
」
字
を
術

　
と
解
し
て
お
く
。

（
4
）
両
者
が
同
一
書
で
あ
る
こ
と
は
、
浜
口
、
前
掲
⑦
論
文
参
照
。

（
5
）
ω
説
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
西
田
、
西
村
、
越
智
、
各
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。
②
説
に
つ
い
て
は
浜
口
、
前
掲
③
論
文
、
労
幹
、
藤
枝
、
伊
藤
、
藤
田
、

　
各
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。
な
お
董
仲
箭
の
上
言
と
漢
旧
儀
の
解
釈
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
、
前
掲
論
文
に
そ
れ
ま
で
の
諸
説
の
要
約
、
問
題

　
点
の
指
摘
と
適
確
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
浜
口
、
前
掲
③
・
④
論
文
、
伊
藤
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
7
）
藤
枝
、
前
掲
論
文
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
ω
説
は
浜
口
、
労
幹
、
西
田
、
西
村
、
越
智
、
藤
田
、
各
氏
の
前
掲
論
文
参
照
。
②
説
を
と
る
も
の
と
し
て
は
大
庭
、
前
掲
論
文
、
米
田
、
前
掲
②
論
文

　
参
照
。

（
9
）
西
田
、
前
掲
①
論
文

（
1
0
）
例
え
ば
史
記
巻
七
項
羽
本
紀
に
「
楚
、
漢
久
相
持
未
決
。
丁
壮
苦
軍
旅
、
老
弱
罷
転
漕
。
」
と
あ
り
、
漢
書
巻
九
九
下
王
葬
伝
下
に
「
而
倒
奴
冠
辺
甚
。

　
葬
乃
大
募
天
下
丁
男
及
死
罪
囚
、
吏
民
奴
、
名
日
猪
突
稀
勇
、
以
為
鋭
卒
。
」
と
あ
る
な
ど
。

（
1
1
）
近
接
し
た
時
代
の
も
の
と
し
て
曹
魏
の
如
淳
注
に
も
正
卒
の
語
が
み
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
正
卒
理
解
に
は
、
浜
口
、
前
掲
①
論
文
の
指
摘
の
よ
う
に

　
混
乱
が
あ
り
依
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
1
2
）
浜
口
、
前
掲
③
論
文

（
1
3
）
最
も
浜
口
氏
は
、
材
官
、
騎
士
の
語
は
そ
れ
が
歩
兵
、
騎
兵
の
兵
種
を
意
味
す
る
場
合
と
、
地
方
警
備
の
兵
の
意
に
用
い
ら
れ
る
場
合
の
二
つ
の
用
例
が

　
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
浜
口
、
前
掲
③
論
文
参
照
）
。
兵
種
を
意
味
す
る
具
体
例
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
も
し
こ
の
漢
旧
儀
の
同
一
文
章
中
に
お
い
て

　
前
後
で
異
な
る
二
つ
の
使
用
法
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
ω
は
現
在
の
一
般
的
な
考
え
で
、
通
説
的
位
置
に
あ
り
、
②
説
は
浜
口
、
平
中
、
各
前
掲
論
文
参
照
。

（
1
5
）
米
田
、
前
掲
①
・
②
論
文
参
照
。

（
1
6
）
大
庭
、
前
掲
論
文

（
1
7
）
大
庭
、
同
右



（
8
｜
）
米
田
、
前
掲
①
・
②
論
文
。
越
智
、
藤
田
、
各
前
掲
論
文
も
大
庭
説
を
継
承
し
て
、
士
・
卒
を
区
別
す
る
立
場
で
あ
る
。

（
1
9
）
ω
の
材
官
等
を
一
種
の
官
吏
と
み
な
す
点
は
、
後
述
の
西
村
氏
の
批
判
が
出
さ
れ
て
後
、
自
ら
訂
正
さ
れ
た
。
米
田
「
前
漢
の
旬
奴
対
策
に
関
す
る
二
・

　
三
の
問
題
」
　
（
『
東
方
学
』
一
九
、
一
九
五
九
年
）
参
照
。
本
稿
で
は
可
能
性
の
問
題
と
し
て
こ
の
点
を
論
ず
る
。

（
2
0
）
西
村
、
前
掲
②
論
文

（
］
2
）
楊
寛
「
春
秋
戦
国
間
封
建
的
軍
事
組
織
和
戦
争
的
変
化
」
（
『
歴
史
教
学
』
一
九
五
四
ー
四
）
、
　
『
戦
国
史
』
新
版
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

　
第
六
章
参
照
。

（
2
2
）
新
郭
虎
符
に
つ
い
て
は
、
王
国
維
『
観
堂
集
林
』
巻
一
八
秦
新
鄭
虎
符
祓
、
侯
錦
郎
「
新
鄭
虎
符
的
再
現
」
（
『
故
宮
季
刊
』
一
〇
1
一
、
一
九
七
五
年
）
、

　
楊
寛
、
前
掲
『
戦
国
史
』
第
六
章
参
照
。

（
2
3
）
新
郵
は
、
馬
非
百
『
秦
集
史
』
下
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
郡
県
志
下
の
説
に
よ
れ
ば
、
秦
で
は
陳
郡
或
い
は
准
陽
郡
に
属
し
た
も
の
の
よ
う
で
、

　
杜
は
秦
の
武
公
の
時
、
杜
県
と
な
り
、
秦
で
は
内
史
の
属
県
で
あ
る
。

（
2
4
）
鎌
田
重
雄
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
　
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
年
）
第
二
篇
第
六
章
参
照
。
な
お
、
漢
に
お
け
る
銅
虎
符
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

　
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
　
（
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）
第
三
篇
第
三
章
第
二
節
参
照
。

（
2
5
）
王
国
維
、
前
掲
『
観
堂
集
林
』
巻
一
八
秦
陽
陵
虎
符
鍍
、
参
照
。

（
2
6
）
浜
口
、
前
掲
④
論
文
参
照
。

（
2
7
）
例
え
ば
楊
寛
、
前
掲
『
戦
国
史
』
第
六
章
、
高
恒
、
前
掲
論
文
な
ど
参
照
。
こ
れ
に
対
し
呉
樹
平
「
雲
夢
秦
簡
所
反
映
的
秦
代
社
会
階
級
状
況
」
　
（
『
雲

　
夢
秦
簡
研
究
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
は
、
傅
籍
制
度
と
戸
籍
制
度
を
別
箇
の
も
の
と
し
て
区
別
す
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
8
）
秦
簡
の
引
用
は
、
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
　
（
文
物
出
版
社
、
　
一
九
八
一
年
）
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
睡
虎
地
秦
墓
竹

　
簡
』
平
装
本
（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

（
2
9
）
傅
に
つ
い
て
は
渡
辺
信
一
郎
「
呂
氏
春
秋
上
農
篇
議
測
ー
秦
漢
時
代
の
社
会
編
成
」
　
（
『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
』
人
文
、
三
三
、
一
九
八
一
年
）
に

　
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
氏
が
博
を
郷
戸
籍
、
市
籍
に
編
籍
す
る
意
に
解
さ
れ
る
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
正
し
く
な
い
。
な
お
秦
の
傅
が
、
ど
の

　
時
点
で
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
氏
の
よ
う
に
身
長
を
基
準
と
し
た
と
す
る
説
と
、
年
齢
を
基
準
と
し
た
と
す
る
説
が
対
立
し
て
お
り
、
に
わ
か

　
に
決
め
難
い
。

（
3
0
）
こ
の
点
は
拙
稿
「
秦
漢
に
お
け
る
賦
制
の
展
開
」
　
（
『
東
洋
学
報
』
六
五
－
一
．
二
、
一
九
八
四
年
）
で
も
検
討
し
た
。
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六
八

（
1
3
）
浜
口
氏
は
頁
誼
伝
に
み
え
る
蘇
役
に
つ
い
て
、
租
税
上
供
、
高
官
送
迎
等
の
役
を
指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
浜
口
「
漢
代
の
将
作
大
匠
と
其
の
役

　
徒
」
　
（
前
掲
『
秦
漢
晴
唐
史
の
研
究
』
上
）
参
照
。

（
3
2
）
戌
が
戌
辺
負
担
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
平
装
本
の
解
釈
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
樒
戌
に
つ
い
て
は
説
明
が
な
く
、
或
い

　
は
「
樒
」
と
「
戌
」
の
意
に
解
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
が
、
漢
律
で
は
「
天
下
人
皆
直
戌
辺
三
日
、
亦
名
為
更
、
律
所
謂
蘇
戌
也
」
　
（
漢
書
巻
七
昭
帝
紀
元
鳳

　
四
年
条
の
如
淳
注
）
と
あ
る
よ
う
に
、
戌
辺
義
務
が
正
式
に
は
蘇
戌
と
よ
ば
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
こ
の
場
合
も
一
応
戊
辺
負
担
と
解
し
て
お
く
。

（
3
3
）
浜
口
、
前
掲
④
論
文
参
照
。

（
3
4
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
浜
口
氏
は
加
藤
繁
氏
の
説
を
援
用
し
な
が
ら
、
秦
漢
時
代
で
は
ま
ず
民
丁
の
材
力
優
秀
な
者
を
取
っ
て
兵
籍
に

　
入
れ
、
自
余
の
民
丁
に
力
役
義
務
を
課
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
浜
口
、
前
掲
①
論
文
参
照
）
、
平
中
、
前
掲
論
文
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
あ
る
。
し
か
し
浜
口
氏

　
の
場
合
、
そ
の
論
拠
が
明
ら
か
で
な
く
、
平
中
氏
は
「
正
卒
」
に
定
員
が
あ
っ
た
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
論
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
国

　
民
皆
兵
説
に
対
す
る
有
効
な
批
判
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
3
5
）
浜
口
、
前
掲
③
論
文
な
ど
参
照
。

（
3
6
）
大
庭
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
3
7
）
呂
思
勉
『
先
秦
史
』
　
（
開
明
書
店
、
　
一
九
四
一
年
）
第
十
四
章
第
五
節
、
楊
寛
、
前
掲
『
戦
国
史
』
第
六
章
な
ど
参
照
。

（
3
8
）
史
記
巻
六
秦
始
皇
本
紀
に
「
始
皇
乃
使
将
軍
蒙
悟
発
兵
三
十
万
人
、
北
撃
胡
、
略
取
河
南
地
」
と
あ
り
、
そ
の
集
解
に
「
徐
広
日
、
五
十
万
人
守
五
領
」

　
と
あ
る
。
な
お
馬
非
百
、
前
掲
『
秦
集
史
』
下
、
国
防
志
参
照
。

（
3
9
）
米
田
、
前
掲
②
論
文
参
照
。

（
4
0
）
従
来
の
研
究
に
こ
の
点
の
指
摘
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
大
庭
氏
は
漢
軍
の
編
制
を
、
平
時
と
戦
時
に
分
け
て
、
組
織
、
統
率
上
の
区
別
を

　
述
べ
ら
れ
（
同
氏
『
図
説
中
国
の
歴
史
』
二
、
講
談
社
、
一
九
七
七
年
）
、
最
近
の
熊
鉄
基
、
前
掲
論
文
に
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
両
氏
共
、
国
民
皆
兵
説
の
立
場
な
の
で
、
戦
時
に
お
け
る
軍
へ
の
動
員
、
軍
の
構
成
員
の
内
容
等
の
理
解
に
関
し
て
は
、
本
稿
と
見
解
が
異
な
る
。

　
な
お
両
編
制
の
区
別
に
関
し
て
は
、
時
代
は
異
な
る
が
、
唐
代
の
「
行
軍
」
制
に
関
す
る
菊
池
英
夫
氏
の
諸
研
究
か
ら
示
唆
を
受
け
た
。
む
ろ
ん
異
な
る
時

　
代
と
の
比
較
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
面
で
は
秦
漢
と
唐
と
の
間
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
お
も
う
。

（
｜
4
）
将
軍
に
つ
い
て
は
大
庭
脩
「
前
漢
の
将
軍
」
　
（
同
氏
、
前
掲
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
第
四
篇
第
一
章
）
参
照
。

（
4
2
）
宋
治
民
「
関
干
漢
代
軍
隊
編
制
的
幾
箇
問
題
－
兼
与
賀
官
保
等
同
志
商
権
」
　
（
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
二
i
五
）



（
4
3
）
堀
敏
一
「
漢
代
の
七
科
誠
と
そ
の
起
源
」
　
（
『
駿
台
史
学
』
五
七
、
一
九
八
二
年
）

（
4
4
）
刑
徒
等
の
徴
発
に
つ
い
て
は
、
労
珠
、
前
掲
論
文
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
？
）

（
4
5
）
漢
に
お
け
る
力
役
（
更
卒
）
賦
課
年
齢
に
つ
い
て
も
説
は
分
か
れ
る
が
、
私
は
『
説
文
解
字
』
・
貝
部
所
引
の
漢
律
「
民
不
蘇
、
貴
銭
二
十
二
」
及
び
こ
の

　
段
玉
裁
注
を
根
拠
と
し
て
、
算
賦
同
様
、
更
卒
義
務
も
十
五
歳
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
西
田
太
一
郎
氏
の
説
（
西
田
、
前
掲
②
論
文
参
照
）
に
最
も
説
得
性

　
が
あ
る
と
お
も
う
。

（
4
6
）
浜
口
、
前
掲
①
論
文
な
ど
参
照
。

（
4
7
）
大
庭
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
4
8
）
馬
非
百
、
前
掲
『
秦
集
史
』
下
、
郡
県
志
下
、
参
照
。

（
4
9
）
兵
士
の
選
抜
に
際
し
、
富
裕
な
多
丁
戸
か
ら
優
先
的
に
選
ん
で
い
っ
た
可
能
性
は
あ
る
と
お
も
う
。

（
5
0
）
こ
れ
ら
の
史
料
は
干
豪
亮
・
李
均
明
、
前
掲
論
文
で
も
取
り
上
げ
、
秦
に
お
け
る
軍
隊
の
訓
練
や
規
律
が
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

　
か
し
本
稿
と
は
分
析
視
角
が
異
な
る
。

（
5
1
）
干
豪
亮
・
李
均
明
、
前
掲
論
文
に
は
、
秦
の
兵
士
が
衣
服
、
費
用
な
ど
は
自
弁
で
従
軍
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
条
で
伝
送
さ
れ
る
物
資
と
は

　
こ
れ
ら
の
兵
士
の
私
物
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
2
）
例
え
ば
浜
口
、
前
掲
⑥
・
⑦
論
文
等
参
照
。

（
5
3
）
鎌
田
、
前
掲
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
第
一
篇
第
二
章
に
陽
陵
虎
符
を
引
い
て
、
そ
れ
が
朝
廷
と
県
令
と
で
分
た
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
5
4
）
大
庭
、
前
掲
論
文
、
米
田
、
前
掲
②
論
文
な
ど
参
照
。
但
し
、
前
述
の
よ
う
に
両
氏
は
材
官
等
の
士
と
、
一
般
兵
卒
（
卒
）
を
区
別
す
る
立
場
な
の
で
、

　
正
卒
と
は
材
官
等
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
雑
卒
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
点
に
賛
成
し
難
い
こ
と
は
前
述
し
た
。

（
5
5
）
浜
口
、
前
掲
⑥
・
⑦
論
文
参
照
。
な
お
材
官
等
の
具
体
的
な
勤
務
形
態
、
都
尉
へ
の
番
上
等
の
理
解
に
お
い
て
、
氏
の
前
掲
③
論
文
と
こ
れ
ら
の
問
に
は

　
内
容
に
変
化
が
あ
る
よ
う
に
お
も
う
が
、
こ
こ
で
は
発
表
年
度
の
遅
い
⑥
．
⑦
論
文
の
趣
旨
に
従
う
。

（
5
6
）
浜
口
、
前
掲
⑤
・
⑥
論
文
参
照
。

（
5
7
）
な
お
北
軍
が
材
官
騎
士
等
、
諸
兵
種
の
兵
士
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
史
記
巻
一
〇
孝
文
本
紀
に
「
発
中
尉
材
官
、
属
衛
将
軍
、
軍
長
安
」

　
と
あ
り
、
漢
書
巻
八
九
黄
覇
伝
に
「
（
黄
覇
）
徴
守
京
兆
サ
…
…
又
発
騎
士
詣
北
軍
、
馬
不
適
士
、
劾
乏
軍
興
、
連
既
秩
。
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

　
知
ら
れ
る
。
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七
〇

（
5
8
）
既
に
引
い
た
が
、
博
に
つ
い
て
後
漢
の
萄
悦
が
「
傳
正
卒
也
」
と
し
て
、
正
卒
の
語
を
兵
士
の
意
に
解
さ
れ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
、
正
卒
が
兵
士

　
の
最
も
主
要
な
義
務
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
兵
士
の
こ
と
を
正
卒
と
称
し
た
も
の
か
と
お
も
う
。

（
5
9
）
浜
口
、
前
掲
①
論
文
参
照
。

（
6
0
）
　
『
説
文
解
字
』
の
叙
に
尉
律
を
引
い
て
「
尉
律
、
学
憧
十
七
巳
上
、
始
試
、
調
瘤
書
九
千
字
乃
得
為
史
…
…
」
と
あ
り
、
こ
の
段
注
に
「
謂
漢
廷
尉
所
守

　
律
令
也
」
と
あ
る
。
又
、
秦
簡
の
秦
律
十
八
種
中
に
尉
雑
（
律
）
が
あ
り
、
注
釈
で
は
こ
の
尉
は
廷
尉
を
指
す
と
解
し
て
い
る
。
尉
律
に
卒
の
就
番
規
定
が
あ

　
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
或
い
は
当
時
の
兵
刑
一
致
思
想
の
下
で
、
軍
事
に
関
す
る
法
規
も
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
1
）
宋
の
銭
文
子
『
補
漢
兵
志
』
　
（
『
二
十
五
史
補
編
』
開
明
書
店
、
所
収
）
に
習
義
の
記
事
を
あ
げ
て
、
　
「
令
丞
尉
亦
各
統
其
県
、
守
尉
不
得
専
也
」
と
指

　
摘
し
て
い
る
。
当
時
の
令
、
尉
の
権
限
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
兵
士
が
県
単
位
に
統
率
さ
れ
た
こ
と
は
、
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

（
6
2
）
鎌
田
、
前
掲
『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
第
二
篇
第
六
章
、
労
棘
、
前
掲
論
文
、
大
庭
脩
『
木
簡
学
入
門
』
（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
第
六
章
な
ど
参
照
。

（
6
3
）
労
斡
、
同
右
、
大
庭
、
同
右
参
照
。

（
6
4
）
こ
れ
は
浜
口
、
前
掲
⑥
・
⑦
論
文
や
そ
れ
以
降
の
研
究
に
一
般
的
な
考
え
で
あ
る
が
、
端
的
な
表
現
の
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
大
庭
、
前
掲
『
図

　
説
中
国
の
歴
史
』
二
、
一
六
四
頁
参
照
。

（
6
5
）
例
え
ば
漢
書
巻
一
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
「
郡
尉
、
秦
官
、
掌
佐
守
典
武
職
甲
卒
」
と
あ
り
、
漢
旧
儀
に
も
「
都
尉
、
治
盗
賊
甲
卒
兵
馬
」
と
あ
る
よ
う

　
に
、
都
尉
に
つ
い
て
は
明
確
に
武
職
、
甲
卒
を
典
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
対
し
、
県
尉
に
関
し
て
は
、
職
掌
の
記
載
を
欠
き
、
或
い
は
極
め
て
簡
略

　
に
な
っ
て
い
る
。

（
6
6
）
簡
の
引
用
、
番
号
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
　
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
6
7
）
最
近
の
も
の
と
し
て
、
施
丁
「
秦
漢
郡
守
兼
掌
軍
事
略
説
」
　
（
『
文
史
』
二
二
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
6
8
）
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
春
秋
戦
国
に
お
け
る
地
方
軍
組
織
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
本
来
的
に
は
ま
ず
県
の
軍
府
、
常
備
軍
が
編
成
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ

　
を
統
轄
す
る
中
央
の
出
先
機
関
と
し
て
郡
が
設
置
さ
れ
て
ぎ
た
と
い
う
歴
史
的
経
過
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
箇
の
考
察
を
要

　
す
る
。

（
6
9
）
史
記
巻
一
〇
孝
文
本
紀
に
は
同
条
を
「
初
与
郡
国
守
相
為
銅
虎
符
竹
使
符
」
に
作
る
が
、
大
庭
氏
の
こ
れ
を
誤
り
と
す
る
説
に
従
う
。
大
庭
、
前
掲
『
秦

　
漢
法
制
史
の
研
究
』
第
三
篇
第
三
章
第
二
節
参
照
。




